
有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に

ー

法
薦
造
運
理

酬
濁
に
擦
る
i

就
て

僻
釘

宮

O武

雄

第

二

有

分

別

智

現

量
は

自
相

を
親

謹
す

る
こ
と

で
あ

る
が

、
こ

の
親

讃
作

用

は
分

別

に
依

つ
て
從

は

れ

る
。
(
<
汗
巴
陛
壼

導

轟
鋤
目
-

冨
冨

℃
淳
α
》

b。
●
や
食

も
・二

・)

而

し

て
分

別
作

用

と
は

、

(註
一
)
已

に
述

べ
た
如

く
、

法
稽

に
於

て
は

「
言
葉

と

結
合

し
得

べ
き

顯
現
(
影
像

)
の
あ

る
知
」
普

}三
書

ぞ
ω曾
冨
母
σq
㌣
累
○
σq
春
も
「鋤口
σ
冨

・。甲
嘆
㌶
一¢
炉
パ
巴
℃
p
葛

と
云

ふ
事

で
あ

る
Q

之

を
他

の
言
葉

で
言

へ
ば
、

分
別

と

は
自
相

に
於

て
共
相

が
確

立

ざ
れ

る
こ
と

を
意

味
す

る
も

の
と
言

ひ
得

る
。

こ

　

ぬ

ゐ

　

　

う

　

も

の
分

別

に
よ

つ
て
、
青

の
識

(
三
ド
く
ご
鏑
欝

露
)
と

い
ふ
名

の
無

い
自
相

は

、
青

と

い

ふ

(
有

分

別
的

な
)
識

(
旨
冨
日

三

ぐ
ご
鼠

轟
8
)
と

な

る

の
で
あ

る
。

(
℃
・一9
コ
・一
・
娼
。。
諮
"づ
浴

)
然

ら

ば
共
相

は
如

何

な

る
様

式

で
自

相

に
於

て
確

立

さ
れ

る
の

で
あ

ら

う

か
。
先

づ
共

相
自
身

に
就

て
考

へ
て
見

た

い
と

思

ふ
。

一
、
共

相

共

相

(
鼠
ヨ
飾曙

巴
舞

雷

四婁

)
と

は
他

に
等

し

い
相

で
あ

る
。
あ

の
火

に
も

こ

の
火

に
も
、

(註
二
)
一
切

の
火

に
共

通

な

火

の
概

念

が
、
帥

ち
共

相

で
あ

る
。

從

つ
て
そ
れ

は
火
な

ら

火
と

い

ふ
、
特

殊
な

音
と
意

昧

と
を
持

つ
言
葉

と

・有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(
二
九
)

島

1



有
分
別
智

の
構
…・成
及
び
性
質

に
就

て
(
下
)

(
三
〇
)

た

も

結
合

し
、

叉

は
少
く

と
も

(註
三
)(
小
見

の
場
合

の
如

く
)
結

合

す

る
可
能

性

の
あ

る
(
岩

σq
養
)
火

の
影

像

(
℃
目
砂けげ
冨
。。p

顯
現

)

の
本
質

を

な
す

も

の

で
あ

る
と
も

云
ひ

得

る

で
あ

ら

う
。
但

し

こ
の
共
相

の
性
質

に
就

て
は
、

内
外

の
間

大

な

る
意

見

の
相
違

が
あ

つ
た
。

(註
四
)勝
論

涙

及
び

正
理
派

は

、
同
句

義
(
ωぎ
葡
ご
饗

智
母

同夢
鋤
)
と
し

て

。・臼
昌
智

饗

の
實
在

性
を
認

め
、

(註
五
)
ミ
ー

マ
ー

ン
サ
i

涙

叉
實

膿

的
な

・。雪
鼠
コ
祁

を
濁

立

の
句

義

と

し

て

立

て
、

そ

の
他

(註
六
)
藪
論

派

を
除

く
大
抵

の
學

派

、

叉
同

じ
く

。・鋤
ヨ
ぎ
誘

の
實

在

を
肯
定

し

て
ゐ
た
。

共

相

の
實
在

を
肯

定

す

る

と

は

、
多

く

の
實

在
(
自

相

)
に
共
通

に
属

し
、

各

自
相

の
本
質

と

し

て
實

在

す

る
様

な

共
相

を
認

め

る
事

で
あ

る
。

そ

う

い
ふ
意
味

の
土
ハ相

は
自
相

以

上

の
も

の

で
あ

り

、
自
相

は
却

つ
て

そ
れ

に
よ

つ
て
あ

る

如
き

も

の
で
あ

る
。
随

つ
て

叉
共

相
實

在

説

に
於

て
は
、
自

土
ハ爾

相

の
問

に
は
、

程
度

の
差

こ

そ
あ

れ
、
質
的

差

別

は
な

い
事

と
な

つ
て
來

る
Q然

る

に
法
樗

に
於

て
は
、

同

じ
く

「
等

し

い
相
」

で
あ

り
な
が

ら

、
決
し

て
實

在
的

な

も

の

で
は

な

か

つ
た
。
分

別

知

に
よ

つ
て
了
解

さ
れ

つ

、
あ

る
境

(
訟
冨
冨

く
言

旨
窪

墨

託
。。督
毒

ぎ

・
、き

誉

乞
・ぴ
◎な

・§

)

で
あ
り

、
(
増
盆

作

用

に
よ

つ
て
)
増

盆

さ
れ

つ

～
あ

る
色

(
。・聾

習
・
塁

婁

言
昌

旨
℃
竃

乞
・σ
●叶も
・嵩

・)
(
6馬
●
瑠
・
題

9ヨ
倉
。
く
聾

三
「

鍵
。
℃
置

霧
臨

屠
・び
・叶・や
嵩
・)

で
あ

つ
た
。

從

つ
て
自

相

と

の
差

は
性
質
的

な

も

の

で
あ

り

、

自
相

と

極
端

な
封

立
を

な
す

も

の

で
あ

つ
た
。
斯

の
如

き

法
稽

の
共
相

説

は
、
陳

那
以

來
傳

統

的

の
も

の

で
あ

る
が

、

之
は

理
論
的

に
は
、

佛
敏

因

明
學

涙

一
般

に
共
通

で
あ

つ
た

(註
七
)差

別
不
認
識

論

(
σ
ぽ
岳
幽
σq
量
冨

)

に
糠

つ
て

ゐ
た
も

の
で
あ

る
。
差

2



別
不
認
識
と
は
差
別
無
視
を
意
味
す

る
。
例

へ
ば
銀
と
置
ハ珠
貝
と
の
如

く
絶
封

に
異

る
も
の
に
於
て
、
爾
者

の
差
別

を
無
覗
し
て
、
之
を
同
視
す
る
と
こ
ろ
に

一
切

の
誤
が
成
立
す
る
と
す

る
説
で
あ

る
。
が
之
は
叉
自
相
土
ハ相

の
問
題

に
も
屡

々
適
用
さ
れ
る
。
例

へ
ば
二
匹
の
牛

は
全
然
同

一
と
い
ふ
事
は
あ
り
得
な
い
。
然
し
之
等
を
馬
と
比
較
す

る

事
に
よ

つ
て
、
我

々
は
之
を
馬
に
非
ざ

る
牛
と
し

て

一
括

す

る
。

こ

の
差
別
の
無

覗
に
よ
つ
て
出
來
た
牛

の
概
念

は
、
或
は
少
く
と
も
牛
と
い
ふ
言
葉
と
結
合
し
得

べ
き
牛

の
影
像
は
、
即
ち
共
相
で
あ

る
。

こ
の
場
合
馬
が
な
か

つ

た
な
ら
ば
、
彼
等

二
匹
の
牛
は
杢
然
異

つ
た
も
の
で
あ
り
、
牛
の
共
相
は
成
立
し
な
い
。
之
を
推
し
す

、
め
て
言
ふ

も

も

な
ら
ば
、

一
切
が
嚴
密
に
は
差
別
で
あ
り
、
人
爲
を
借
ら
鵬
實
在
自
膿
は
、
絶
封

に
濁
自
な
刹

那
の
み
で
あ

る
。
之

れ
即
ち
自
相

に
外
な
ら

鴎
。
共
相
は
常
識
が
こ
の
自
相

に
於
け
る
猫
自
性
を
無
覗
し
、
刹

那
を
同
覗
し
結
合
し

て
、

相
績

に
か

へ
る
事
に
よ

つ
て
、
先
づ
成
立
す
る
。
共
相
と
は
云
は

ゴ
抽
象
作
用

に
よ

つ
て
成
立
す

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味

に
於

て
共
粗

は
非
實
在

で
あ

り
、
自
相
と
性
質
的
に
杢
く
異

る
も
の
で
あ
る
。
随

つ
て
爾
者

の
問

の
差
別

を
無
覗
す
る
事
は
絶
封

に
誤
で
あ
る
。
差
別
不
認
識
論
は
、
斯

く
共
相

の
抽
象
性
を
説
き
、
ひ
い
て
は
更
に
自
相
と

興
相
と
の
絶
封
的
差
別
を
、
確
立
す

る
役
目
を
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
之
は
自
ら
外
遣
の
土
ハ相
實
在
を
圭
張
し
、
び

い
て
は
自
相
と
共
相
と
の
問

の
性
質
的
無
差
別
を
説
く
も
の
を
、
破
る
も
の
で
あ

る
事
い
ふ
迄
も
な

い
。

斯
く

て
こ
の
差
別
不
認
識
論

に
嫉

る
結
果
、
法
稻

に
於
て
は
自
相
が
捉
え
ら
る
べ
き
も

の
(
σq
齢、箇
ξ
昌

)
で
あ
る
に

封
し
て
、
共
相
は
規
定
せ
ら
る
べ
き
も

の

(
巴
ξ
p
く
器
2
昏

客
σ
●廿も

・嵐
i
峯

)

で
あ
り
、
(註
八
)非
境

(
2・
冨
邑
6
)

有
分
別
智

の
構
成

及
び
性
質

に
就

て
(
下
)

(
三

一
)

3



有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(三
ご
)

で
あ

り
、
非
實

在

(
μく
鋤
再
=
)

で
あ

り
、

絶
封

に
自
相

以

下

の
も

の

で
あ

る
。

我

々
が
無

い
物

を
考

へ
得

る

の
は
、

そ
れ
が

分

別

さ
れ

た
も

の

(
く
岸
巴
℃
一鼠
)

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
從

つ
て
も

し

そ

の
起

因
を

求
め

る
な

ら
ば

、
純

粋

に
作
爲

的
な

も

の

、
中

薫
於

て
、
求

め

ら

る

べ
き

で
あ

り
、

こ

の
黙

よ
り

(註
九
)
蕪
習

と

種

子

と
が
帥

ち

そ

れ

で
あ

る
と

云
は

れ

て
ゐ

る
。

こ

の
蕪

習

に
よ

つ
て
、
精

紳

は
嚢

に
迷

べ
た
共
相

の
抽

象
性

を
、

先

験

的

に
本
具

し

て

ゐ
る

の
で
あ

る
。

か
く

て
共
相

は
徹

頭
徹
尾

、
作

爲
的

精
聯

に
属

す

る
抽

象
的

共
通

相

で
あ

る
か

ら
、

自
相

と
異

り
、
遠

近

に
よ

り
明
自

不
明
白

の
異

る
印
象

を
與

へ
る
と

い

ふ
事

は
な

い
。

(
客
暮

.
℃
§

)
も

し

明
白

を

云

ふ
な

ら
ば

、

常

に
明
白

な

も

の
と
も

云
ひ

得

る
で
あ

ら

う
。

二
、

同

類

我

々

の
何

か
特
殊

な
限

定
を

も

つ
た
認

識

は
、

上

來
述

べ
た
土
ハ相

が

、
自

相

に
於

て
確

立

さ

れ

る
事

に
よ

つ
て
、

成

立
す

る
の

で
あ

る
が

、

こ

の
確

立

の
關
係

を
あ

ら

は
す
爲

に
は
、
同

類

。。母
召

拳
ヨ

と

い

ふ
事
が

考
え

ら

れ

て
ゐ

る
。

曰
く

(註
+
)
「
量

と

は
智

冒
餌匿

が

境

母
島
9

と
同

類

で
あ

る
事

で
あ

る
」

と

。
帥

ち

認
識

と

は
智

と
境

と

の

問

に
於

て
、

こ

の
同

類
關

係
が

實
際

的

に
成

立
す

る
事

に
外

な
ら

ぬ
。

1
語

義

(註
+
一
)。。晋
ξ
巻
B

(
等

し
く
表

は

さ

る

べ
き

も

の
)
は

、
。。
包
鋭
6
饗
ヨ

(
等

し

く

見
ら

る

べ
き

も

の
)
と

同
義

で
、
類
似

の
義

で
あ

る
が

、
實

際

上

の
用

法

は
必
す

し

も

一
定

し

て

ゐ

な

い
。

今

の

場
合

は
專

ら

上
述

の
如

く

、
境
と

智

と

の
、

随

つ
て
結

局
、

自
相

と
共

相
と

の
問

の
同

類
關

係
を

、
あ

ら

は
す

に
用

ひ
ら

れ

る
。
帥

ち

一
つ

4



の
自
相
が
當
然
青
と

い
ふ
共
相
を
以
て
限
定

さ
る
べ
き
時

に
實
際

上
青

の
共
相
を
以

て
限
定
さ
れ
た
時
、
そ
こ
に
自

相
と
共
相
と

の
間

に
於
け
る
同
類
が
成
立
し
て
ゐ
る
と
云
は
れ
る
。
こ
の
同
類

に
よ
つ
て
、
花
な
ら
花
と
い
ふ
杢
く

も

も

う

の
抽
象
的
概
念
に
過
ぎ

ぬ
共
相
は
、
具
膿
的
な
花

の
表
象

に
憂
化
し
、
他
方
こ
の
も
の
は
こ
の
花

に
凝
化
す
る
わ
け

　

も

も

で
あ

る
。
而

し

て

こ
の
も

の
が

こ

の
花

に
憂

化
す

る
と

い

ふ
事

は
、
考

え

様

に
よ

つ
て
は
、

「
こ

れ
は
花

で
あ

る
」
と

い

ふ
形

の
比
量
分

別

の
成

立
を

、
承
認

し

て
ゐ
る
も

の
で
あ

る
と
も

見
ら

れ

る

か
ら
、

同
類

は
軍

一
の
有

分

別
智

に

含

ま

れ

て
ゐ

る
比
量
的

部

分
な

り
と

も

、

云
ひ
得

る
も

の
で
あ

る
。
(
註

十

一
屡

照

、

又

Z
げ
・甘

マ
日
O
・
ゆ
&

・
H
・o
噌

男
爺
♪
δ

●O
.)

佛
敏

に
於

い

て
は
外

道

學
涙

と
異

り

、
認
識

行
爲

(
量
)
は

そ
れ
自

身

で
完

結
し

た
膿

系

と

し

て
見
ら

れ
y

從

つ
て

(註
+
二
)量
即

量
果

と

さ
れ

る

の
で
は

あ

る
が

、
併

し

「
こ

の
同
類

に
よ

つ
て
境

の
確

認
が

成

立
し
」

(
本
文

)
、

一
切

慮

に
無

差

別

(
。。異
く
導

郵

忌

。馨

℃
.恥
O
ち
.群
)

で
超
分

別

の
現
量

が

、

こ

の
同

類
關

係

の
成

立

に
よ

つ
て
、

初
め

て

定

形
あ

る
認
識

と

な

る

の
で
あ

る

か
ら

、
完

結

し

た
認

識

行
爲

に
於

い
て
、

張
ひ

て
因

の
面

と
果

の
面

と
を

分
別

し

て
、
現

量

智

娼
茜
蔓
勢
招
量

搬
餌
ま
ヨ

を

以

て
量
果

℃
、9ヨ
言
ぞ
げ
鉱
9
ヨ

と

な

し
、

之

に
封

し

て
同
類

。・跨
言
轟

ヨ

を

以

て
因
と

な
す

、

と
考

へ
る
事
も
亦

可
能

で
あ

る
。

法

上

曰
く
、
「
同
類

は
決

定
(
的
現
量

判

断
)
の
因

で
あ

る
。」

と

(
属
・げ
'廿●
や
目
㊤
・
切
巳

.
目
o
σq
・
℃
●竃

狐
α
●曽

.
及
び
註

十

二
屡

照
)

2

共

相
確

立

の
状
様

所

謂
有

分

別
(
現

量
)
智
の

因

と
考

へ
得

ら

れ

る
同
類

の
概

念

は
、

略

々
以
上

の
如

く
で
あ

有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(三
三
)



有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(三
四
)

る
が
、
こ
の
同
類

に
就
て
街

一
二
考

ふ
べ
き
問
題
が
あ

る
。

第

一
は
共
相
が
自
相

に
於
て
確
立
さ
れ
る
場
合

の
状
様

に
就

て
ゴ
あ

る
。
巳
に
述

べ
た
如
く
、
外
溢
は

一
般

に
共

相
實
在
説
を
と
る
も

の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
實
在

す
る
共
相
と
威
官
と

の
問

に
は
、
(註
+
三
)接
鯛

(
。。p
旨
三
冨
銃
p
)

が
捜

入
す
る
事

に
よ

つ
て
、
認
識
の
素
材
が
出
來
、
之
が
自
我
に
撮

せ
ら
れ
る
事
に
よ

つ
て
、
初
め
て
完

全
な
る
認

識
が
成
立
す
る
も
の
と
爲
し
た
。
こ
の
場
合
量
及
び
量
果
の
意
味
が
、
佛
敏

の
そ
れ
等
と
大
に
異
る
事
は
、
已
に
述

べ
た
と

こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ

、
に
外
道
學
涙
の
所
謂
接
鯛

。・"
旨
巳
パ
霧
鷲
樹
が
地
位
上
法
稽

の
厨
類

鴇
「91
℃
葦
日

と
匹

敵
す
る
も
の
で
あ

る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
而
も
性
質
上
こ
の

。。9
融
三
冨
巖
9
ザ
が
極
端
な
實
在
論

の
上
に
立

つ
た
概

念

で
あ
る
に
封
し

て
、

ω母
言
葦
ε

が
之
と
異
り
極
め
て
観
念
論
的
色
彩

に
富
む
事
は
否
定
し
得
な

い
Q
然
レ
叉
そ

れ
は

一
方
唯
識
涙
の
如
く
、
自
相
の
實
在
を
否
定
す

る
の
で
も
な

い
。
巳
に
述

べ
た
如
く
法
樗

は
経
量
部

の
立
場
を

取

つ
て
、
自
相
即
眞
在
と
云
ふ
以
上
、
共
相

の
確
立
は
、
勿
論
作
爲
に
の
み
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
必
す
眞
在

に
出

登
し

て
、
何
等
か
の
必
然
性

に
基
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
の
鮎
纏
量
部
が
(註
+
四
)「
(
表
象
は
圭
観
的
で
観

念
的
で
は
あ

る
が
、
)
問
接

に
外
的
實
在

に
よ

つ
て
作
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
斯

く
彼
等
が
實
在
に
關
係
す
る
が
故

に
實

際
的
目
的
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ

る
。」
と
云
つ
て
ゐ
る
の
は
、
こ
、
に
考

へ
合
さ
れ

て
よ
い
考

へ
方

で
な

い
か
と
思

し

　

う

ぬ

も

ぬ

ら

　

も

　

は
れ

る
。

法
上

は
現

に
(註
+
五
)
「
現
量

に
よ

つ
て
生
起

し

た
決
定

的
(
現
量

)
到

断

に
よ

っ
て

(
嘆
3

・ρパ
ゆ
σ
巴
。6
葺

・

麓
欝
、巴

囲く
9
<
器
曙

o舞

:
・)
云

云
」
と
云

ひ
、

叉

く
魯
霧
彊
臨
巳
鷺
9
の
引
用

す

る
と

こ
ろ

に
よ

れ
ば

、
(註
+
六
)
「
封

象

'



ひ

ゆ

ひ

ら

ひ

か

も

す

ぬ

あ

も

う

ぢ

と

は
認

識

を
作

る
因

で
あ

り
、

表
象

に
相
鷹

す

る
も

の
で
あ

る

…
…
。

封
象

を
意
識

す

る
と

は

、

封
象

に
よ

つ
て
喚

う

ぬ

　

も

も

　

起

さ
れ
た
表
象
を
意
識
す
る
事
を
意
味
す
る
。
…
…
(
法
稚
)
曰
く
、
正
し
く
知
畳
さ
れ
る
と
云
ふ
事
は
、
そ
れ

に
封

　

　

　

も

　　

も

　

　

も

　

も

　

ぬ

も

も

鷹

す

る
表
象

の
因

で
あ

る
と

云

ふ
事

、
表
象

を
喚

起

す

る
事

の
出

來

る
刹

那

で
あ

る
と

云

ふ
事

を

意
味

す

る

に
過

ぎ

ぬ
L

と
あ

る
。

之

等
は
皆

同
類

關
係

が
自

相

の
特
殊

性
質

に
よ

つ
て
支

配
さ

れ

る
事
を

示
す

も

の
で
あ

る
。

3

同
類

の
持

つ
限
定

的
意

味

同
類

に
關

連

し

て
第

二

に
明

ら

か

に
し

て
置

か
ね
ば

な
ら

ぬ
事

は
、

同
類

の
持

つ

て

ゐ
る
限
定

的
意

味

で
あ

る
。

上
述

の
如

く
法
稽

に
於

て
は

、
同
類

と

は
必
然

的

過
程
を

以

て

ゼ
つ
,の
土
ハ相

が

一
つ

の
自
相

に
於

て
確

立

さ
れ

る
事

で
あ

る
が

、

一
つ
の
共
相

が
確

立

さ
れ

る
と

い

ふ
事

は
、
同

時

に
他

の
土
ハ相

が
確

立

さ

れ

る
事

が
拒
ま

れ

て
ゐ

る
事

で
あ

る
。
法
上

曰
く
、
(註
+
七
)
「
同

類

は
非

同
類

を
拒
斥

す

る
事

に
よ

つ
て
、
智

の
決

定

の
因

と
な

つ
て
ゐ

る
。
即

ち
非
青

の
観
念

を

拒
斥
す

る
事

に
よ

つ
て
、
(
認
識

は

)青

の
観

念

の
形

を
と

る
事

が

、

決
定

さ

れ

る
も

の

で
あ

る
」

と
。

一
般

に

一
つ
の
言
葉

或

は
智
識

は

そ

の
矛

盾
概

念

の
拒
斥

を

意

味

し
、
A

は
非

A

の
否

定

を
意

味
す

る
、
と

い
ふ
説
を

(註
+
八
)
昌
。
ザ
㌘
<
緯
9

と

言

ひ
、

(註
+
九
)陳

那

以
來

法
稽

、
法

上
等

、
佛
教

因

明
家

の
傳
統

的

思
想

で
あ

る
が

、
今

同
類

と
は

上
述

の
如

く

、
あ

る
局
限

さ

れ

た
土
ハ相
が

、

自

相

に
於

て
確

立

さ
れ

る
時

の
原

理

で
あ

り
、

此
同
類

に
よ

つ
て
、
初

め

て
青
な

ら
青

と

い

ふ
決

定

(<
巻
く
p
ω夢
碧
9
葛

累
.σ
●甘

℃
・H
鉾
喝
b
O
●)

的
認
識

が

成

立
す

る
と

云

ふ
事

は
、

帥
ち

(註
二
山,
)
。。母
コ
で
醤
ヨ

は

竜

o冨

に
よ

つ
て
成

立
す

る
事

を

、
意

味
す

る

も

の
に
外
な

ら

ぬ
。

之

に
よ

つ
て

鴇
急
℃
巻
菖

の
持

つ
限

定
的
意

味

を
、
観

取

す

る
事
が

出

來

る
で
あ

ら
う
。

有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(三
五
)

7



有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(三
六
)

三
、
有
分
別
智

の
性
質

斯
く

鋒
急
等
節
ヨ

に
よ

つ
て
、
自
相
が
あ
る
特
殊
な
共
相
を
以
て
限
定

さ
れ
、
限
定
さ
れ
る
事

に
よ

つ
て
境
の
知

契
け冨
℃
3
葎
忌

が
成
立
し
た
時
、
換
言
す
れ
ば

「
言
葉
と
結
合
し
得

べ
き
顯
現
の
あ

る
知

(
分
別
の
定
義
)」
が
成
就

し
た
時
、
そ
れ
は
量
果
で
あ
り
、
現
量
智

で
あ
り
、
最
も
原
始
的
な
姿

の
有
分
別
智
で
あ
る
。
こ
の
有
分
別
智

の
性

質

は
、
上
來
述

べ
た
有
分
別
智

の
成
立
過
程

に
よ

つ
て
明
ら
か
で
あ

る
が
、
叢

に
は
特

に
そ
の

=

一
丈
を
反
省
し
て

置
き
た

い
と
思
ふ
。

有
分
別
智
は
同
類

に
よ
つ
て
成
立
し
、
そ
の
特
徴
は
共
相
を
本
質
と
す
る
黙

に
あ
る
。
故
に
有
分
別
智

の
特
殊
性

質

は
、
共
相
の
特
殊
相
よ
り
演
繹

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
、

第

一
に
有
分
別
智
は
抽
象
的

で
あ

る
。
何
と
な
れ
ば
共
相
は
自
相
の
猫
自
性
を
無
覗
し
、
抽
象
す
る
事

に
よ
つ
て

成
立
し

て
ゐ
る
の
で
あ

る
か
ら
。

(
已
述

喜

o鼠
σq
量
冨

差
別
不
認
識
論

の
項
馨
照
。
)

第
ご
に
そ
れ
は
差
別
智
で
あ
る
。
何
ん
と
な
れ
ば
あ
る

一
つ
の
共
相
は
、
そ
の
共
相
以
外

の

一
切
の
共
相

の
否
定

を
、
意
味
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
。
(
巳
述

㊤℃
o
ず
㌣
<
p
費

の
項
屡
照
。
)

第
三
に
そ
れ
は
生
活
に
於
け
る

一
切
の
行
爲
を
直
接
に
導
き
な
が
ら
、
そ
の
成
就
に
は
間
接
に
與

つ
て
ゐ
る
も
の

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
自
相
は
刹
那

で
あ
り
、
土
ハ相

の
み
相
績

の
形
を
具

ふ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、

一
切
の
合

目
的
行
爲

は
軍
に
共
相
に
よ
つ
て
の
み
導
き
得
ら
れ
る
が
、
而
も
共
相
は
本
來
作
爲
性

の
撮

で
あ

つ
て
、
何
等

8



實

在

性

に
與

つ
て
ゐ
な

い
。

軍

に
實

在

に
向

つ
た
合

目
的

行
爲

を
導

く

と

い

ふ
意

味

に
於

て
、

い
は

ゴ
(註
+
一
)

●

力

學

的

な

實

在

性

を

、

持

つ

も

の

に

す

ぎ

ぬ

か

ら

。

(
已

述

自

相

の

項

、

共

相

の

項

滲

照

。
)

註

一
、

分

別

の
定

義

に
就

て

は
第

一
部

三

の
後

註

四
滲

照
。

註

一
、
9
曽
ヨ
鋤
o
唱
}霞
き
劉
ヴ
p
旨

】比

「u
℃
9
旨

u。四
犀
巴
鎚
<
9
窪
島
山
側創
げ
倒
鎚
眉
碧
5
(Z
'げ
.峠
も
・嵩

●)

轡
ハ
に
増

盆

さ
れ

つ

瓦
あ

る

(
火

と

い
ふ

)色

は
、

一
切

の
火

に
共

通

な

も

の

で
あ

る

。

(
そ
れ

故

に
そ

れ

は

共

相

で
あ

る
。
)

(bJ
費
崔
窪
曾

H
o
ぴq
寄

や
。。
メ

国
蒔

Φ
コ
饗
誓
尻
夢

Φ
〇
二
①

d
づ
創

H
b
ぴq
斧

ω
」
こ。
Q。
・
PP
一
凸

・)

註

三
、

冒
・げ
。や
℃
』
9

詫

四

、

宇

井

博

士
、

印
度

智

學

研
究

第

五
、

二

七
六

頁
、

堕

臥
自
三
。・け
H
o
σq
5

℃
誤
P
一二

・
国
二
(.
ロ
・
H
o
触

しり
』
。。
㊤
.

註

五
、

切
注

自
三
曾

H
b
σq
汀

℃
込
ρ
づ
斜

参

照

。
尚

ミ

ー

マ
ー

ン
サ

ー
派

の
内

、

所
謂

ロd
訂

紳β

派

の

祠

で

.
法

稻

と
略

々
同

時

代

で

あ

つ
た

(
西

紀

約

六

・
三

〇

年

出
世

)

内
ロ
ヨ
鋤
ユ
】po

切
ず
曽
窪
9

は
其

の
著
一
賞
旨
b
旨
旨
。∩鋤-食
o
犀
"
・<
箸
ユ
パ
p

に
於

て
共

相

實

・在
…説
を

主

張

し

て
大

に
佛

教

と
璽

ひ

(濁
憎
犀
.
鐸
.
HLo
ひq
●

QD
.嵩
G。
幽)

又

同

じ
く

ミ

ー

マ
ー

ン

サ

ー
汲

の
内
b

図
=
∋
画魯

鋤

論

師

の
後

碧

で
、

所

謂

鵬
霞

二

派

の
租

℃
Hρ
げ
ゴ
鱒

9
『9

師

叉

共

相

句
器

説

を
立

て
、

同

時

に
無
差

別

認

識

論

(P
げ
ゲ
①
島
9
-σq
「簿
げ
帥
)

を
唱

導

し

て
、

佛

教

の
差

別

不

認
識

論

(げ
ヴ
①
臼
㌣
9
α。
轟

ゲ
固
)

差
好

箇

の
封

照

を

な

し

た
C

無

差

別
課

識

論

に

よ
れ

ば

、

無

差

別

(帥
げ
げ
Φ
ロ
簿
)

そ

れ

自
身

は
、

句

義

(
℃
p
自
碑
魯
9
)
で

あ

り
、

實

在

で
あ

る
。
随

つ

て
例

へ
ば

銀

と

眞

珠
貝

と

を

同
視

す

る
事

は
、

一
見

誤

の
如

く

で

あ

る

が

、
併

し

そ

の
同
覗

し

た

の

は
、

銀

に
も

眞

珠

貝

に
も
、

土
ハ通

に
存

す

る
無

差

別

的

實

在

「
銀

色
」
を

、

把

握
・す

る

事

に

よ

つ

て
同

視

し
た

の
で

あ

り
、

そ

の
限

り

に
於

て

、

そ

の
知

識

自

身

は
誤

で

は

な

い
。

随

つ
て
、

こ

の
読

に

よ

れ
ば

、

一
切

の
知

識

は
そ

れ

自
身

と

し

て

は

正

し

い
の

で
、

そ

の
範

國

内

で

は
誤

と

い
ふ
も

の

は

一
つ
も

な

い
事

と
な

る

。

(
じ」
二
餌
臼
瓢
卑

ピ
o
吼
o

℃
娯
O
c。
・)

註

六
、

じコ
目
島
鎚
ザ
一切
一
h
O
σq
一〇

℃
劇
一bり噂戸
O
・
℃
・蔭
ρ
づ
・劇
.

註

七

、
じd
ロ
島
ら
三
卑

H
b
o9
冒

〉
℃
唱
o
嵩
自
剛×

<
.H
・智

・
唱
・GQ
O
⑦
.

有

分

別

智

の
構

成

及

び
性

質

に
就

て
(
下

)

(
三

七

)

9



9

有

分
瑚

智

の
構

成

及

び
性

質

に
就

て
(
下

)

(
三

八
)

註

八
、

切
β
自
匹
三
無

b
o
触
o
唱
臼
メ
コ
・①
・
℃
勧
炉
p
一.
宰
bo
しり
"戸
QQ
●
℃
・GO9
昌
.b㊤
.
℃
■cψ
Q。
匂戸
G◎
●
宕
.σ
ト
℃
』
O
'

・

註

九

、

2
.げ
・廿も
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創
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三
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oαq
げ

や
悼
bQ
・
や
GQ
鈍
づ
.bo●
や
Q。
の
七
らH
・

註

十

、
9
詳
冨

量協
急

℃
嵩

日
凶
曙

9

箕
p。
日
習

節
ヨ

2
.す
H
.

母

晋
①
5
震
紹
財
9

)、舞
-。∩
習
口
唱
図
蟄
昌

鴇
仙
性
8
・9
3
由
留

9
」墨

づ
①
しn図
"

雷
サ
℃
「帥
ヨ
P仁
p。日
山
げ
四
＼
2

●じ
■'5
や
H
QQ
・

註

十

一
、

GQ
鋤
旨
鵬
楓
騨
ヨ

に
就

て
。

影
窯
91k
甲
く
91搾
o
覗
涛
9

及

び

もo
釧

岸
プ
図
9

は
必

ず

し
も

そ

う
で

な

い
が

、

ヨ
一∋
卸匹

ω餌
評
9

け

鴇

ヨ
91づ
k
飢
ヨ

(
共

相

)

と

鴇
旨

b
)、碧
b
・
。。鋤貸

ぢ
k
p
B

(
同

類

)
と

を
、

各

々
濁

立

の
句
義

と
し

て
許

容

し

た
。

但

し

。・
鋤ヨ
似
コ
嵩

巨

は

一
般

概

念

を

し

て

そ

の
概

念

た

ら

し

む

る

實

盤

で

あ

り

、
鴇

厭号

蚤

9

は
相

封

的

な
も

の

で
あ

っ
た

、
佛

教

で

は
経

部

及

び
楡

伽

紙
、

共

に

こ

の

二

つ
を

許

す

が
、

筥
団ヨ
飢
旨
・・僧
パ
9
と

異

り
、

二

っ

と
.も

分

別

の
所

撮

で
句

義

で

は

な

か

つ
た

。

(
切
⊆
鳥
巳
旨

け
b
O

σq
8

娼
《
O
も
・A
.)

内

。∩騨
旨
℃
図
帥
彰

は
「
同
檬

に
あ

ら

は

さ

る

べ
き

」

事

を

意
味

し

、

劉
像
且
帽
9
営

(
同
檬

に
見

ら

る
べ

き

も

の
)
と

同
義

に
用

ひ
ら

れ

る
。

(Z
・げ
・峠・や
H。。
日
)

圭

槻

的

な
相

似

同
類

の
關

係

を

云

ふ

の
で
あ

り
、

こ

の
意

味

に
於

て

鴇
旨
℃
墨

ヨ

と

び
げ
Φ
舞

σQ
δ
げ
p

(
註

七
参

照

)
と

は

同
意

で
あ

る
。

。n訓
ヨ
劉

養

.

は

丙
容

か
ら

見

た

箇

々

の
概

念

で

あ

り
、

。。
鏑
口
℃
図
9
ヨ

が
之

と
異

る
事

は

∋
刈ヨ
91曄
ω9
犀
9

に

於

け

る

爾
語

の
場

台

と

同

一
で

あ

る
。

ハ
国
涛

●
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H
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・
ω
・bo
。。G。
・
塗

照

)

但

し

そ

の
相

似

同

類
.關

係

の
適

用

さ

る

べ
き

謝

象

は
、

必

ず

し
も

一
定

し

て

ゐ
な

い
。

自

相

と

自

相

と

の
同

類

の
意

味

に

も

用

ひ
ら

れ

る
し

、

自

相

と
共

相

と

の
同

類

の
意

味

に

も

用

ひ
ら

れ

る
。

前

者

の
揚

合

は

。。母
口
℃
}函
ヨ

に
よ

つ

て

ω鋤
5
習

)§
ヨ

が
出

來
、る

の
で
あ

り

、

臨

つ
て
成

立

し

た

鴇

日
9

巻

∋

は

こ

の
意

味

の

。・理
口
題

9
B

を

、

そ

の
構

成

の
要

素

と
し

て
含

ん

で

ゐ

る

も

の
と
、

云

つ
て

よ

い
で
あ

ら

う
。

(
こQ
一倒匹
・
ピ
o
σq
・
℃
裾
O
}P
劇
・)

後
者

の
場

合

。。9ー
ヨ
騨
ロ
図
9
ヨ

は

鴇
旨
℃
団
僧
8

に

よ

つ
て
、

自

相

に
於

て
必

然

的

に
確

立

さ

れ

る

の

で

あ

る
。

こ

の
場

合
確

立

山、㌔
る

べ
き

ω
9

衝
口
属

ヨ

は
、

窯

習

の
結

果

と

し

て
、

己

に
智

に
所

厨

し

て

ゐ

る

も

の
で
あ

り
、

從

っ
て

自
粗

と
共

相

と

の
同

類

き
は

、
實

際

上

結

局

境

と

智

と

の
同

類

を
意

味

す

る

事

に
な

る

の

で

あ

る

が
、

併

し

こ

の
智

の
所

揚

で

あ

る
共

粗

は
、

己

に
そ

の
内

に

自
相

と

自

相

と

の
同

類

關

係

10



を

、
構

成

要
素

と

し

て
含

ん

で

ゐ

る

の
で

あ

る

か
ら

、

あ

る
實

在

と
あ

る

概

念

と
に

同

類
關

係

が
成

立

し
、

何

等

か

の
認

識

が
成
立

す

る

と

い
ふ
事

は

實

は

、

そ

の
實

在

と
他

の
そ

の
類

の
實

在

と

の
間

の
、

同

類

關

係

の
成

立

が
許

さ
れ

て
ゐ

る

事

を
意

味

す

る

の

で
あ

り
、

性

質

上
前

者

の
揚

合

と

そ

ん

な

に
差

が
あ

る

も

の
で

は

な

い
o

今

法

稻

は
後

者

の
意

味

に
用

ひ
て

ゐ

る
。
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QQ
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。自理
口
℃
篇

ヨ

は
斯

の
如

く

比

較

作

用

に
於

け

る

同

類

關

係

で
あ

り

、

そ

の
比

較

の
謝
象

に
よ

つ
て

鴇
白
9

峯

ヨ

に
謝

す

る
關

係

も

一
鷹

自

ら
異

る

が

、

何

れ

に
し

て
も

。。劉
ヨ
9

団
9
ヨ

よ

り

は
更

に
根

本

的

な

概

念

と
云

は

ね
ば

な

ら

ぬ
。

前

者

の
意

味

で

は
同

類

に

よ
り

共

相

が
出

來

る

の

で
あ

り

後
者

の
意

味

で

は

同
類

に

よ
り

共

柑

が

認

識

の
圏

内

に
入

る

の
で

あ

り

、

そ

の
意

味

で
認

識

成

立

の
因

と
な

る

の

で
あ

る
。
從

つ

て

叉

(
無

分
別

)
現

量

は

。。91旨

℃
団
p
ヨ

以
前

で

あ

り
、

有

分

別

智

及

び
比

量

は

そ
れ

以
後

で

あ

る

と

も
云

ひ
得

る
、

こ

の
貼

よ

り
現

量

に
封

す

る
有

分

別

智

及
び

比

量

の

庵

別

を
、

こ

の

m酵
ξ

惹

ヨ

に
と

る

事

も

多

い
。
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)

註

†

二
、

量

郎

量
果

論

に
就

て
o

量

の
問

題

に
一就

て
勝

論

正
理

派

は
所
冒
璽

箕

P
ヨ
Φ
図
ρ

量

者

で
圏
9。
ぎ
理
性

量

℃
韓
ヨ
鋤
眉
9

且里
果

℃
戦碧
昌
鋼
眉
簿
℃
財
巴
帥
(℃
轟
§

三
)

の
四

を
立

て
る

に
封

し

て
、

陳

那
、

商
鶏

羅

主

、

法

総
…等

は

、

量

即
量

果

を
説

き

。

所

量

及

び

量

者

は
全

然

之

を

説

か
な

い
。

内
外

に

於

け

る

こ

の
差

別

は

、

元

來

そ

の
哲
學

的
立

揚

の
相

違

に
起

因

す

る
。

外

道

は
素

朴

な
實

在

論

を

取

る
關

係

上
、

認

識

の
問

題

に
就

て
も
馳

封

象

と

、
自

我

と

、

薗

我

に
於

け

る

感

思
兄
器

管

と
を

考

へ
、

封

象

と
器

管

と

の
接

鯛

に

よ

つ

て
b

量

(
陥即

ち
認

識

)

が
成

立
す

る

が
、

然

し
量

は
そ

れ
丈

で

は

完

結

し

た

も

の
で

は

な

い
。

軍

に
完

全
な

認

識

郡

ち

量

果

を
成

立

せ

し
む

る
道

具

に
過

ぎ

な

い
。

完

全

な

認

識
印

ち
量

果

は
、

こ

の

道
具

と

し

て

の
量

添

、

自
我

に
於

て
自

畳

さ

れ
た

時

、

初

め

て
成

立

す

る

も

の
と

す

る
。

從

っ
て
外

道

に
於

て
、
量

と

量

果

と

は
、

明
ら

か

に
別

で
あ

る
。
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劇
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。。
り
。。
・)
佛

教

中
唯

識

、

経

有

分

別

智

の
構

成

及

び
性

質

に
就

て
(
下

)

(
三

九
)

η



有

分

別

智

の

構

成

及

び

性

質

に

就

て

(
下

)

(
四

〇

)

・

量

二

派

及

び

陳

那

法

稻

等

の

因

明

派

に

於

て

は

,

之

に

封

し

て

認

識

は

そ

れ

自

鍔

で

完

全

な

髄

系

を

持

つ

て

ゐ

る

も

の

と

さ

れ

た

。
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そ

の

結

果

富

然

量

師

量

果

の

説

が

出

る

事

と

な

る

。

法

稻

は

.故

に

正

理

一
滴

に

於

て

も

、

「
か

の

現

量

智

こ

そ

量

果

で

あ

る

」
と

特

に

注

意

し

て

ゐ

る

。

(
爾

ゆ
信
9

ピ
○
σq
●
℃
.¢Q
O
"づ
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℃
浜
bっ
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ト
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唖
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図
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○。
劇
1
や

¢。
Q。
G。
・
℃
・c。
漫

・
℃
・こ。
銀

・
参

照

)

從

つ

て

佛

教

に

於

て

は

元

來

認

識

に

因

果

は

な

い

の

で

あ

る

が

、

併

し

認

識

と

い
ふ

只

一

つ

の

事

實

(
<
臼
ω
嘗

)

に

於

て

、

決

定

さ

る

べ

き

(
く
醤

く
器

昏

餌
℃
)
・Q
)

方

面

と

、

決

定

す

る

(
く
楓
餌
く
器

浮

鋤
℃
拶
評
p
)

方

面

(
Z

.σ

.紳
も
』
O
・

bd
q
9

ピ
o
αq
.
℃
誠
b⇒
.恥
触W・
℃
9M巡

騨
1
})
.こ⇔
㎝
b。
o
瞥
)

と

を

分

っ

事

は

可

能

で

あ

る

。

そ

う

い

ふ
意

味

で

、

假

に

認

識

に

於

け

る

因

果

を

分

て

ぱ

、

量

果

は

郎
…

ち

現

量

智

で
舞

受

巴
騒
曽
け

甘

鋤
コ
勉
;

で

あ

り

、

そ

の

因

は

　即

ち

同

類

。り
9

口
℃
《
9
8

で

あ

る

と

云

ひ

得

る

。

(
Z
.び
・心
も

祖
o。
典

H

切
仁
9

目
o
σq
.
℃
.GQ
。。
宍

殊

に

2
」
)
も
.℃
・ド
O
U

しd
二
¢

ピ
o
o9
'
℃
」
轡
同
ぴ
・bo
一
h

及

び

も

添
♂

一
〇
」
9

滲

照

○

及

び

ゅ
=
幽
.
い
○
σq
・
℃
奉
ポ
コ
・弥

唱
。¢Q
恥
凱
!

℃
●¢o
鋤
トり
●
も
.〔W
α
O
鴇bo
歎
Φ
●
一
トっ
・
弗

℃
.こQ
G◎
O
l

℃
9G㊤
Q。
H
.
国
弓
婦
・
口
.
日
o
瞬

o農
曽ご

一
・
Gり
・
一
b⇒
α
・
GQ
b
O
O
・
参

照

。

註

十

三

、

ω
診。
曄

コ
}】郵

超
9

に

就

て

は

こ
⊆
山
.
一
b
σq
.
℃
■G⇔
Q。
治

.qQ

.
℃
昌bε
象

.
や

㏄
G。
O
'
唱
」
O
Q。
㌔

.㏄
●
℃
・冷

b㊤
}戸

⑦
・
滲

照

。

註

十

四

、

皆

.
や

蓉

こφ
.
爾

℃
.G。
コ

b

⑦
O
b
O
・
疹

照

。

術
ζ

)・讐

薗
㏄
α
帥
昌Φ
・
や

GQ
Q。
藤
ー
こφ
Q。
Q。
.
参

照

。

註

十

五

、

Z

●げ
↑

や

b。
O
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切
二
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冒
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茜
・
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ぴ
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Φ
μ
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・

田
g
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ピ
o
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や

こ。
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男
・畠

}
p
二

・
℃
・臨

・嵩
・ψ

註

十

六

、

一げ
吻
℃
●GO
α
㊤
ー

こ㊤
O
O
・

註

十

七

、

　Z
・げ
・ゆ
.》
・H
¢
●
ゆ
;
匹
●
ピ
o
σq
σ
℃
」
ヂ
目
Φ
.こ⇔
●o
め

2
・す

砂
も
●同
O
}し◎
ρ

冒
訂
創
・
『
o
叩

で
・心
b9
レ
U
秘
α
ー

℃
添
O
●
℃
・膳
⑦
も

・b5
・
℃
曽ω
㎝
ど
一
・も9
H
・
<

ヨ

岸
ρ
創
Φ
ぐ
僧
げ

6
9
β
量

ぎ

O
質
θ

α
㏄
μ

一
9{
h

℃
'G㊤
駆
ど
p

㏄
●
℃
陰二。
Oc
O
Mω
望

騨
ー

や

Gご
QQ
ピ

註

十

八

、

9
℃
O
プ
僧
・<
91
鼻
ρ

に
就

て

。

ω
.<

峯
k
P
σ
プ
⇔
皿
9
唱
9

困
雛
琢
O
円
図

O
h
一
口
臼

ρ
鵠

H
O
σq
ぢ

}
℃
』
㏄
bo
・
弓
.H
蔭
㊤
●
国
吋
パ
●
卓
・
ピ
O
鈎
・
GQ
高
bo
卜◎
・
OQ
'H
の
α
.
切
β
μ
.
H
O
σq
・

や

劇
O
・
℃
・μ
ま

●
や

目
9

・
£

)℃
①
⇒
島
〆
≒

・

.
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謎
+
九
、
碧

9

の
設

は
陳
那

の

暮

魯

甲・
虫

曇

§

遥

第
五
章

に
於

て
初

め
て
説

か
塵

、
法

稽
は

℃
『9
言

濤

,<
訓
.雰

帥

の
第

一
章

に
於

て
之

に

鯛

れ

、

{以

後

一
)
プ
9
二
昌
o
洋
Ω◎
蟹
帥
}
カ
9
一
p
帖
二
自
詳
r

(㌦
21
⇔
二
『
p
斥
仏
審

匂
内

巳
B
巴
斜
沿
二
p

等

マ
　
各

々

み
ぬ
を

盟説

い
た

(
ごつ
帽
創
自
げ
『
θ
H
o
σq
冒

℃
・恥
O
腿
・
)

詫

二
+

、

尋

ξ

・・
∋

葺

ぎ

号

σ…

ξ

貼

℃
・
ぎ

の
式

が
成

立

す

る
。

(
しd
民

臼

・
σq
'
三

告

.H

マ
㏄
o
・。
も

.出

・。う

①
・
℃
●貴
。。も

・F

①
毛

。
民

卿
く
・鷲

)

註

二

十

一
、

ぎ

.
℃
・癖
O
典

第

醐『

毘

量

の

性

質

一
、
比

量

へ

の

推

移

上
來
(
無
分
別
)
現
量
よ
り
初

め
て
、
有
分
別
智

の
成
立
過
程
及
び
性
質
を
、
略
蓮

し
た
わ
け
で
あ

る
が
、
術
有
分

別
智

の
性
質

の
聞
題

に
關
連
し

て
、
有
分
別
智

の
作
用
と
い
ふ
方
面
よ
り
見
た
比
量

(
髪
¢
巨
ぎ
ω
)
の
問
題
に
も
、
及

ん

で
置
き
た
い
と
思

ふ
。

佛
教

に
於

て
は
外
道
と
異
り
、

(註
一
)
(
無
分
別
)
現
量
と
有
分
別
(
現
量
)
と
は
之
を
峻
別
し
た
の
で
あ

る
が
、
之

は
(
無
分
別
)
現
量

の
境
で
あ

る
自
相
と
性
質
的
に
全
く
異

つ
て
ゐ
る
共
相

の
有
無

に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
こ

の
有
分
別
(
現
量
)
を
、
(
無
分
別
)
現
量
よ
り
戴
然
匿
別
あ
ら
し
め
て
ゐ
る
共
相
と

い
ふ
要
素
は
、
帥
ち
有
分
別

(
現

量
)
と
比
量
と
を
結

び
付
け

て
ゐ
る
黙

に
外
な
ら

ぬ
。
有
分
別
(
現
量
)
帥
ち
現
量
智
は
、
勿
論
共
相

の
み
を
境
と
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
然
し
元
來
比
量
の
境
で
あ

る
共
相
を
重
な
る
要
素
と
す

る
黙

に
於

て
、
比
量
作
用
を
含
む
も

の
で
あ
る
Q

膚
～分
劉
智
の
構
成
双
ぴ
性
質
に
就
て
(下
・)

(四
一
)
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有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(四
二
)

所

謂
比
量

と

は

一
轄

し

て
、
純

粋

に

(註
二
)
共

相
を

境
と

す

る

も

の
で
あ

る
。

随

つ
て
共
相

に
就

て
考

へ
ら

れ

る

事

は
、
皆

比
量

に
就

て
も
適

用

さ
れ

る
の

で
あ

る
が
、

特

に
共
相

は

自
相

と
は

、

そ

の
起

源

に
於

て
、

又

(
行
爲

に

封

す

る
)
力
用

に
於

て
、

杢

く
別

で
あ

る
と

い
ふ

理
由

か
ら
、

比
量

は
現

量

と
全

く

(
註
三
)
封

等

猫
立

の
正
智

で
あ

る
と

云
ひ
得

る
。
併

し

二
量

を

云
云
す

る
所

以

は
、
辟
刀
頭

に
云

ふ
如

く
結

局

(
行
爲

の
)
目

的

の
成
就

に
あ

る
。
も

し

そ
う

い

ふ
關

心

の
も
と

に
見

る
時

は
、

正
智

と
し

て
は
封

等
な

二
量

で
あ

る
け
れ

ど
も

、
先

づ
現
量

を
中

心

に

一

つ
の
艦

系
を

h15
す
も

の
と
見

る

必
要
が
起

つ
て
來

る
。
(
℃
.こ。
o
b。
騒b。
α
葺

H
)
何

と
な

れ

ば
、
成

就

は
實
在

に
燭

れ
る
事

を

絶
封

の
條
件

と

し
、
そ

し

て
そ
れ

は

只
(
無
分

別

)
現
量

の
み

に
限

る
事

で
あ

る
か
ら

。
而

し

て
今
假

に

(註
四
)
経

量
部

及

び
法

上

に
よ

れ
ば

、
現
量

と

比
量

と

の
差

は

、
現
量

は

自
相

よ
り

共
相

に
向

ふ
方

向

を

有
す

る

に
封

し

て
、

比
量
は

共
相

よ
り

自
相

に
向

ふ
方
向

を
持

つ
智

で
あ

る
と

さ
れ

る
。

随

つ
て
比
量

は
純
粋

に
共

相

の
み

を
境

と
す

る

の

で
は
あ

る
が

、
然

し

そ

の
共

相
を

中
介

と
す

る
事

に
よ

つ
て
、
有

分

別
(
現

量

)
に
蹄

り
、

更

に
(
無
分

別

)
現
量

、

即

ち
自

相

に
到

る
方
向

を
持

つ
も

の
と

云
ひ
得

る

で
あ

ら

う
。

も
し

然
り

と

す
れ

ば
、

二
量

及

び
(
行
爲

の
)
目
的

の

成
就

と

い

ふ
事
は

、
明

ら

か

に

一
つ
の
膿

系

を
な

し

て

ゐ
る

の
で
あ

り
、

こ

の
膿

系

に
正
し

く

入

つ
て
來

る
時

に
、

そ

の
智

は

正

で
あ

り
、
然

ら

ざ

る
時

は
、
談

で
あ

る
と

い
ふ
事

が
出

來

る

で
あ

ら

う
。

(註
五
)
墓

に
當
然

正
誤

の
問

題
が

入

つ
て
來

る
繹

で
あ

る
が
、

正
誤

は
性
質

上

三
種

に
分
ち

得

る
。

(
無

分

別
)
現

量

の
そ

れ

と

、
有
分

別

(
現

量

)

の
そ

れ
と

、
比

量

の
そ
れ

と

で
あ

る
。
内
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霊
(
無
分
別
)現
量

に
於
け
る
正
誤
は
、
そ
れ
が
正
し
く
實
在

に
契
當
し
て
ゐ
る
か
否
か
に
あ
る
。
こ
の
正
誤
を
槍
別

す
る
も
の
は
、
只

一
つ
行
爲
の
目
的
を
成
就
す
る
や
否
や
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
そ
し
て
槍
別
さ
れ
る
も
の
は

(註

,六
)
惑
齪

で
あ

る
。

2
(註
七
)有
分
別

(
現
量
)
に
於
け
る
正
誤
は
、
そ
れ
と

(
無
分
別
)
現
量
と
の
關
係
、
・即
ち
同
類
關
係
成
立
の
際
の
正

誤

で
あ

る
。
之
を
槍
別
す
る
も
の
は
、
第
三
と
同
じ
く
比
量

の
法
則

で
あ

る
。

3

比
量

に
於
け
る
正
誤

に
就
て
云

へ
ば
、
比
量
が
有
分
別
現
量
を
経

て
、
更

に
現
量
に
蹄
り
、
(
行
爲

の
)
目
的

の
成

就
と

い
ふ
方
向

に
、
正
し
く
向

つ
て
ゐ
る
時
に
は
、
そ
の
比
量
は
正
智

で
あ
り
、
然
ら
ざ

る
時
は
、
過
誤
に
陥

つ

た
も
の
と
云
ふ
べ
き

で
あ

る
。
之
を
槍
別
す
る
も
の
は
、
そ
の
境
で
あ
る
共
相

の
属
し
て
ゐ
る
思
惟
作
用
自
身

の

法
則

で
あ

る
。
帥
ち
比
量
の
法
則

で
あ

る
。

所
謂
因
明

の
大
部
を
占
め
る
比
量
は
、
自
比
量
と
他
比
量
と
に
分

た
れ
て
ゐ
る
が
、
今
私
は
自
比
量
の
部

に
於
け

る
こ
の
思
惟

の
法
則
を
抄
録
す
る
事

に
よ

つ
て
、
有
分
別
の
蓮
用

に
就
て
の
法
稽

の
思
想
の
極
く
大
膿
を
明
ら
か
に

し
、
以
て
有
分
別
智

の
性
質
關
明
の
資
と
し
た
い
と
思
ふ
。

二
、
自

比

量
(
思
惟
の
法
則

)

弓

1
到
噺

の
二
種

勃
断
は
圭
語
と
述
語
と
よ
り
成
り
、
そ
の
内
圭
語
は
少
く
と
も
自
相

で
あ

る
場
合
と
、
共
相

で

あ

る
場
合
と
の
二
種
が
あ

る
。
述
語
は
原
則
と
し

て
常

に
共
相
で
あ

る
。
故
に
到
断

に
は
少
く
と
も

二
種
類
が
あ

る

有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(四
三
)
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有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(四
四
)

事

と
な

る
。
師

ち

.

・

第

一
、
自
相

十
共

相

の
場
合

。
(
例

、

こ
れ

は
木

で
あ

る
)。
暴

に
有

分
別

現
量
即

ち

現
量

智

は

、

比
量
を
含

む

事

を

云

つ
た

が
、
今

こ
の
自
相

十
共

相

の
形
式

の
到

断

は
、

現
量
智

を

分
解

し

て
、
判

断

の
形

に
直

し
た

も

の

に
過
ぎ

す

、
謂

は

ゴ
現
量

智

と
比
量

と

の
中

に
あ

る

も

の
で
あ

つ
て
、
現

量
剥

断

と
名

け

て
も

よ

い
で

あ
ら

う

。
現

量
智

の

場

合

は
、

自
相
と

共
相

と

は
限
定

關

係

で
あ

る
が

、

現
量

到
断

の
揚
合

は
、
結
合

關

係

で
あ

る

。

こ

の
黙

が
異

る
の

み
。第

二
、
共
相

十
共
相

の
場

合
。

(
例

、
聲

は
無

常

で
あ

る
。
)
之

は
前

の
現
量

到

断

に
封
し

て
、

思
量

到
断

と
名

け

て
も

よ

い
で
あ

ら
う

。

2

勃
断

結
合

の
要
鮎

扱

て

一
般

に
因

明
作

法

の
要
は

、
之

を

一
言

に
云

へ
ば

、

一
つ
の
結

論

と
な

る
到

噺
(
宗

)

を
他

の
も

う

一
つ
の
到

漸

(
因

)
を
以

て
讃

明
し

、
成

立

せ
し
む

る
事

で
あ

る
。

如

何

に
し

て

讃
明

す

る
か

、

そ

の

要
を
簡

軍

に
云

へ
ば

、
因

の
到

断

を
宗

の
到
断

に
捜

入
す

る
事

で
あ

る
。
換

言
す

れ

ば
、
宗

と

前

陳

(
圭

語
)

を
同

じ

く
し

て
ゐ

る
や

う
な

一
つ
の
概
念

を
因

と
し

て
基
げ

、

こ

の
因

に
基
げ

ら

れ

た
概
念

と
、

宗

の
後
陳

(
述
語

)
で

あ

る
概

念

と
を
結
合

し

て
、

一
つ
の
正
當

な
到

断
を

成

立

せ
し

め

る
事

に
よ

つ
て
因
を
宗

に
捜

入
し
、
以

て
宗

を
成

立

せ
し

め

る

の
で
あ

る
。
随

つ

て
こ

の
場

合
因

と
宗

の
蓮

語

と
・,6
り
成

る

一
つ
の
到
断

の
成

立

が

、
最

も
重

要
な

も

の
と
な

つ
て

ゐ
る

の

で
あ

る
Q
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今

假

に
こ

の
間

の
事
情

を

、
自

相
並

び

に
共
相

の
観

黙

よ
り

見

る
時

は
、
次

の
如

く
な

る
。

(
假

に

ご
種

の
場
合

に
分

つ
の
は
、
到

断

に

二
種

の
型

が
あ

る
が
故

で
あ

る
。
)

一
㍉

自
相

十
共

相

の
型

の
宗
勃

断
を

謹

す

る
に
、
(
自
相

十

)
共
相

の
型

の
因

到
断

を
以

て
す

る

場
合
。

例

へ
ば
(
宗

)

こ
れ

は
木

で
あ

る
。
(
因

)
(
こ
れ

は
)
無

憂
樹

で
あ

る
か
ら

。

の
如

し
。

こ

の
場
合

の
宗

因

結

合

の
要
黙

は

、
因

(
無
憂

樹

)
の
共
相

と

、
宗

の
後

陳
(
木

)
の
共
相

と

の
問

に
、

必
然

的

關
係

で
結

び
付

い
た

一
つ
の
正
當
な

勃

断
、

「
無

憂
樹

は
木

で
あ

る
。
」

が

、
成

立

し

て
ゐ

る
と

い

ふ
事

で
あ

る
。

二
、
共

相

十
共
相

の
型

の
宗

到
断

を
誇

す

る

に
、
(
共

相

十
)
共
相

の
型

の
因
判

断
を

以

て
す

る

場
合

。

例

へ
ば
(
宗

)

聲

は
無
常

で
あ

る
。
(
因

)
(
聲

は

)
所
作

性

で
あ

る
か
ら
。

の
如

し
。

こ

の
場
合

の
二
禦

断

結
合

の
要
黙

も
、
前

に
同
じ

で
あ

る
。

「
所

作

性

の
も

の
は
無
常

で
あ

る
」

の
成

立
が

必

要

で
あ

る
。

随

つ
て
宗
、

因

、

二
箇

の
到

断
を

結
合

す

る
要
黙

は
、
因

の
共

相
と

、
宗

の
後
陳

の
共

相
と

が
、

一
つ
の
完

杢
な

到
断

を
形

成
す

る
事

に
あ

り

、

二

つ
の
共
相

が
思

惟

の
法
則

に
從

つ
て
、

必
然
的

な
關

係

で
結

び
付

い

て
ゐ

る
、
と

い

ふ
織

に
あ

る
と

云
ひ

得

る
。

3

自

比
量

扱

て
自

比
量

(
Qnく
鈎
一,仲ゴ
塑
冨

餌
昌
=
昌
臼帥
鵠
四
一5
)

と
は

、
論

に
曰
く

、
(註
八
)
「
三
相
(
具

有

)
の
因

よ
り

、
所

比

に
於

て

(
9昌
`
き
O
)、⑦
)
智
が

生

す

る
時

、
斯

の
如

き

比
量

が
自

比
量

で
あ

る
」

と
。
9即
ち

自

比
量

と
は

、
所

比

に

於
け

る
智

窪

⊆
ヨ
。
速

甘
雪

鎖
∋

(
結
論

と
な

る
命
題
即

ち
宗

の
圭
語

を
中

心

に
し

た
智

)

の
成

立

で
あ

る
が

、
併

し

有
分
劉
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(
下
)

(四
五
)
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有
分
別
智
の
構
・成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(四
六
)

そ

れ
は
軍

一
な

現
量
智

で
は
な

く

て
、

三
相

具
有

の
因

を
通

じ

て
、
推
論

的

に
得

ら

れ
た

、
所

比

に
於
け

る
智

の
成

立

で
あ

る
。

之
を

他

の
言
葉

を
以

て
言

へ
ば

、

三
相

を

具
有

し

て
ゐ

る
様

な

一
つ
の
到

断

(
因

)
を

以

て
、
結
論

と

し

て
の

一
つ

の
到
断
(
宗

)
を
、

成

立

せ
し

め

る
事

で
あ

る
と

も

云
ひ
得

る
。

4
因

の
三
相

三
相

と

は
所

謂

因

の
三
相

で
、

一
、
遍
是

宗
法

性

(
9葛

導
2
。
・。鋒

く
§

ゐ
奉

ロ
℃
9冨
巴
冨

ヨ
勇

轟
)

即
ち

因

は
必
す

宗

の
圭
語

の
述

語
な

る

べ
き
事

、

二
、

同
品
定

有

性

(
塁
℃
p5
9
。
養

。・ρ洋
く
9
ヨ
"
・。餌弓
9蓋
?
く
達
智

ヨ
P

　

　

　

葛
萄
)
即
ち
因
が
宗

の
述
語
と
同
品
に
は
定
め
て
具
有

せ
ら
る
べ
き
こ
と
。
三
、
異
品
遍
無
性

器
眉
鴇
密

p
ω鋒

く
p日

・
く
p

圃鳶
。
ぎ
冨
臼
く
首
巴
・塑。当
富
身
簿
)

帥
ち
因
が
宗

の
述
語
の
異
品

に
於

て
は
、
無

い
事
が
決
定
的

で
あ
る
事
、
の
三

で
あ

る
。
内
第

一
相
は
、
宗
と
因
と

の
二
到
断
が
、
圭
語
を
同
じ
く
す
る
事

に
よ
り
、
先
づ
形
式
的

に
必
然
的

に
結

合

せ
ら

る
べ
き
を
示
す
の
で
あ
り
、
第
二
第

三
相
は
、
因
と
宗
の
述
語
と

の
問

の
遍
充
關
係
を
、
表
裏
よ
り
含
昧
す

る
條
件

で
あ
り
、
謂
は

ゴ
宗
因

二
到
断
結
合

の
、
契
機

で
あ

る

一
つ
の
剣
断
、
帥
ち
因
と
宗

の
述
語
と
の
、
二
つ
の

共
相
よ
り
成

る

一
つ
の
到
断
が
、
完
全
な
形
を
以
て
成
立
す
る
に
就

て
の
必
須
條
件

で
あ

る
。

5
因
の
三
種
(
思
惟
の
法
則
)

併
し
墓
に
必
須
條
件
と
云
ふ
意
味
は
、
似
能
遍
、
所
遍
、
似

因
似

果
等
を
槍
別
す

る
も
の
で
、
謂
は

ゴ
外
的
含
味
條
件

で
あ
る
、
と
い
ふ
事

で
は
あ
る
が
、
然
し
必
す
し
も
爾
共
相
問
の
内
的
必
然
的

關
係
を
あ
ら
は
す
法
則
で
あ
る
、
と
い
ふ
事

で
は
な

い
。
然

る
に
自
比
量
の
本
質
的
部
分
は
、
寧
ろ
こ
の

(註
九
)
必

然
的

(
内
的
)
關
係

で
あ

る
。
随

つ
て
法
稽
は
今
自
比
量
の
項
に
於
て
、
こ
の
思
惟
の
法
則
と
し
て
の
内
的
必
然
性
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を
、
所
謂
因

の
三
相
に
劣
ら
す
重
大
な
も

の
と
し
て
、
因

の
問
題
と
し

て
之
を
述
べ
て
あ

る
。
元
來
こ
の
必
然
的
關

係
は
、
從
前

の
因
明
に
於
て
は
、
因
の
問
題
と
し
て
は
取
扱
は
れ
す
、
喩
膿

に
於
て
述

べ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
之

は
因
明
が
形
式
論

理
學
と
、
そ
の
目
的
と
性
質
と
を
異

に
す

る
鮎
よ
り
云

へ
ば

む

し

ろ
當
然
で
あ
る
と
も
云

へ
る

が
、
然
し
必
す
喩
に
於
て
取
扱
ふ
べ
く
、
因

に
於
て
問
題

に
す
べ
き
で
な

い
、
と
は
云
ひ
得
な
い
。
元
來
が
因
と
宗

の
述
語
と

の
關
係
の
問
題

で
あ

る
か
ら
。
今

法
稽

は
、
事
實
上
之
を
因

の
問
題
と
し
て
論

じ
た
。
而
し

て
も
し
因

の

問
題
と
し

て
之
等
が
充
分
含
味
さ
れ

て
ゐ
る
な
ら
ば
、
演
繹
的
な
色
彩
が
強
く
な

つ
て
く
る
關
係
上
、
喩
謄
は
勿
論

喩
依
も
、
そ
の
要
を
見
な
い
こ
と

～
な
る
で
あ
ら
う
。
尤
も
他

の
爲

に

(
廣
【鍵
け}影
臼
)

と
い
ふ
黙
よ
り
云

へ
ば
、

叉
別
で
あ

る
が
。
從

つ
て
法
禧
は
自
比
量
に
於
て
は
、
喩
を
全
然
説
か
す
、
他
比
量

に
於
て
は
、
決
し
て
之
を
重
覗

し
な
か

っ
た
。
こ
の
鮎
法
稻

は
、
新
因
明
が
古
因
明
の
上
に
行

つ
た
改
革
を
更
に
徹
底

せ
し
め
て
、
因
明
を
盆

々
演

繹
的
な
も

の
と
な
し
た
も

の
と
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
(
古
因
明
は
喩
依
の
み
を
重
ん
じ
喩
燈

を
説
か
す
)

扱
て
叢

に
所
謂

必
然
性
と
は
、
因
と
宗

の
述
語
と
の
問

の
論

理
的
必
然
性

で
あ

つ
て
、
從
來
の
因
明
の
喩
膿

に
於

け

る
、
圭
語
と
述
語
と
の
結
合
關
係
に
於
け
る
必
然
性

で

あ

り
、

又
形
式
論
理
學

の
大
前
提
の
場
合

の
そ
れ

で
あ

る
。

一
般
思
惟
法
則

の
型

で
あ

る
。
内
的
必
然
性
な

る
が
故

に
、
之
に
則
す

る
因

は
凡
て
所
謂
因

の
三
相
を
具
す
る

も
の
で
あ
り
、
随

つ
て
必
す
正
因
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な

い
。
斯

の
如
き
必
然
性
を
含
ん
だ
正
因
を
、
法
稻
は
三

種
た
分

つ
。
曰
く
(註
+
)「
正
に
三
種
の
因
(
嵩
ウ
σQ
塑
)
あ
り
Q
不
可
得

(
睾
竜
巴
菩
」
三
ε

と
、
自
性
(
・。<
筈
嵐
蚕
ε

と
、

膚
分
劉
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(
下
)

(四
七
)
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有
分
別
智
一の
癒
聚成
及
び
性
質
に
戯
て
(下
)

(四
八
)

果

(
一、箇
壱
9
ヨ
)
と
な

り
L

と
。
今

便

宜

上
自
性

に
就

て
言

へ
ば
、
論

に
曰
く

、

(註
十
一
)自
性

(
。。く
9げ
}多
く
魯

)
と

は

(
他

の
如

何
な

る
條

件

を
も

侯

た
す

に
)
、

(
因

)
自
身

の
存

在

の
み

か
ら

、
所

立

の
法
(
宗

の
蓮
語

)
の
存

在

が
約

束

さ
れ

る
時
、
そ

う

い
ふ
所

立

の
法

に
於

け

る
因

の
事
を

云

ふ
。
例

へ
ば
(
宗

)

之

は
木

で
あ

る
。
(
因

)無

憂
樹

た
る

こ
と

の
故

に
、

と

云
ふ
如

き

で
あ

る
。

と
。
帥

ち
(
之

は
)
無
憂
樹

な

り
と

云
ふ
事
實

が

あ
り

さ

へ
す

れ
ば

必
す
、

之

は
木
な

り

と
云

ふ

結
論

が
出

る
し
、

而

為

こ

の
結
論

に
達

す

る
に
は
、
無

憂
樹

な

り

と

云

ふ
事
實

以
外

の
條
件

は
、

一
つ
も
必

要
と
し

な

い
場

合
、
無

憂
樹

は

自
己

の
存
在

と

い

ふ
事

の
、
範
園

内

丈

(
QDぐ・9
融P沖け9
霞
一pD
峠目
篇
)

で
、

完

全

に
木

と

い

ふ
結

論
を

出

す
事

が
出

來

る

の

で
あ

り
、

反
封

に
木

と

い

ふ
結
論

は

、
無

憂
樹

と

い

ふ
因

自
身

の
存
在

の
事
實

丈

か
ら

、
完

全

に
出

る

の
で
あ

る
。

そ
う

云

ふ
性
質

を
持

つ
た
結
論

に
封

す

る
、

そ

う

云
ふ
性
質

の
因

を

正

に
所
立

の
法

の
自

性

(
自

の
存
在
。・<
駐
露

舜

廿
H
ω<
p
。,pけ鼠
ヨ
暮
h9
巨
)
と

云

ふ
わ

け

で
あ

る
。

こ

の
場
合

因

と
所

立

の
法

と

の
爾

者

は
(註
+
二
)同

一
性

(
鼠
翁
§

墨

)

に
於

て
見

ら

れ

て
ゐ

る
も

の
と
も

云

は
れ

る
。
故

に
因

が

自
性

の
時

は
、

因
と

宗

法

(
宗

の
述

語

)
と

を
結

び

付
け

　

　

　

る
(
内

的

)
不
相
離

性

は
、

同

一
性

な

り
と

云

ひ
得

る
。

次

に
果

と
は
論

に
曰
く
、

(註
+
三
)果

(
一.箇
.苓
ヨ
)
と

は
、

例

へ
ば

(
宗

)
此
庭

に
火

が
あ

る
。
(
因
)
煙

が
あ

る
か
ら

。

と

い
ふ
揚
合

の
如

き

で
あ

る
Q

　

も

と
。

此

の
場

合
煙
は

所

立

の
境

(
。・&

ξ

ρ山
邑
影
)
火

か
ら
生

起
し

た
果

で
あ

る
が

故

に
、

當
然

そ

の
因

、
火

を
推

断
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し

得

る
類

の
共
相

で
あ

る
。

随

つ
て
因
が
果

圓《鋒
愚
ヨ

で
あ

る
と

云

ふ
事

は

、
因

と
宗

法
と

の

二
共
相

が
、
(註
+
四
)

生

起

(
昇
℃
p
豊
)
關

係

即
ち

(註
+
五
)因

果
性

に
依

つ
て
、

不
相

離
的

に
結

び
付

い

て
ゐ

る
事
を

意

味

す

る

に
外

な
ら

蹟
Q上

記
自
性

及
び

果

の

二
種

の
因

を
有

ら

し
め

て

ゐ
る
同

一
性

及
び

因
果

性
は

、

法
稔

に
於

て

は
(註
士
今
必
然
的

法

則

で
あ

り
、

從

つ
て
二

つ
の
共
相

の
問

の
(
内

的

)
不
相
離

性

を
成

立

せ
し
め

る
に
足

る
普
遍

的

法
則

で
あ

り
、

而
も

こ

の

二

つ
以
外

に
は
、

そ
う

い

ふ
法
則

は
絶

封

に
無

い
も

の
と
考

へ
ら

れ

て

ゐ
た
。

故

に
(評
十
七
)肯

定
的
認

識

を
成

立

せ
し

め

る
因
と

し

て
は
、

上
記

自
性

と
果

と

の

二
種

の
み
あ

り
、

二
種

以
外

に
は
絶
封

に
無

い
と

さ
れ

て
ゐ
た
。

衣

に
不
可

得
と

は
、
論

に
曰
く

、

(註
+
八
)不
可

得

(
・。旨
毛

巴
p藍

窪
ε

と

は
、
例

へ
ば
(
宗

)
あ

る
特
殊

の
場

所

に
於

て
何

庭

に
も
瓶

は
無

い
。

(
因

)

可

得
な

る
相
と

な
れ

る
時

(
認
識

可
能

の
條
件

が
得

ら
れ

具
備

し

て

ゐ

る
に
關
は

ら
す

)
不

可

得

で
あ

る

か
ら
。

と

云

ふ
如

き
類

で
あ

る
。
(
弦

に
所
謂

)
可

得
な

る
相

と
な

れ

る
時

と
は

、
特

殊

の
自
性

と
、

及

び
そ

の
他

の
可

得

の
縁

の
総

膿

(
自
性

を
除

き
、

自
性

の
認
識

成

立

に
必
要

な
條
件

の
全
膿

)
と
を

意
味

す

る

。

(
而

し

て
更

に
姦

に
所
謂

)
自

性

と

は
、
他

の
可

得

の
縁

が

具
備

し

て
ゐ

る
時
、

正

に
現
前

し

て

ゐ
る
も

の
を

云

ふ

の
で
あ

る
。

と
。
即

ち
何

か

ゴ
無

い
と

云

ふ
否

定
到

断
が

成

立
す

る
と

云

ふ
事

は
、
先

づ

そ

の
何
か

に
封
す

る
肯

定
的

認
識

成

立

の

一
切

の
條
件

が

具
備

し
、

そ

の
否
定

さ
る

べ
き

何
か

の
も

の
自
膿

が

想
像

さ
れ

て
(
。・騨目
理
・
享
.菩

Z
.σ
ト

℃
・ま

・)

有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(四
九
)
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有
分
圃
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(
五
〇
)

ゐ
乍

ら

、
實

際

上
そ
れ

が
認
識

さ
れ
す

、

不
可
得

で
あ

る
、

事
を

意
味

す

る
と

、

云
ふ

の
で

あ

る
。
換

言

す
れ

ば
、

(註
+
九
)即

ち

何

か

の
否

定

は
、
先

づ
否
定

さ

る

べ
き
特
殊

の
共

相

の
有

を
想
像

し
肯

定

す

る
事

に
よ

つ
て
、
(
α
『
凶場
甲

貯
9
舞
ヨ
警
o
℃
a

乞
・σ
・世

や
b⊃
⑦
・
切
巳

・
ど
o
σq
・
℃
・O
b。
ヒ
bD
・G。
・)
然

る
後
初

め

て
あ
り

得

る
と

云

ふ

の
で
あ

る
Q

も
し
然

ら

　

も

り

ぬ

　

　

も

ば
、
無
は

一
種

の
有

(
貸
5
、9ザ
想
像
的

に
見
ら
る
べ
き
も
の
)
を
そ
の
内

に
含
む
も
の
と
云
ふ
べ
く
、
有

に
於

て
云

は
れ
た
事
は
、
凡
て
無

に
於

て
も
云
は
れ
る
事
と
な
り
、
随

つ
て
不
可
得
の
場
合
は
、
決
し
て
軍
純

に
片
付
け
ら
る

べ
き

で
な
く
、
可
得
の
場
合
以
上

に
、
複
雑
な
構
造
を
持

つ
も
の
と
云
は
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
法
稻
は
不
可
得
を

(詳
二

+
)

十

一
種

に
分
ち
、
自
性
不
可
得

(
。・轟
σ
冨
く
㌣
碧
毛
9
9σ
ユ
ぼ
ε

果
不
可
得

(
額
ぐ
9
φ
量
饗
賦
σ
穿
苔
)
以
下
十

一

種
を
墨
げ

て
ゐ
る
が
、
法
稽
自
ら

「
是
等

一
切
の
(
第
二
)
果
不
可
得
等

の
十
不
可
得
の
用
法
は
、
(
第

一
の
)
自
性

不

可
得
に
包
含

さ
れ
て
ゐ
る
」
事
、
帥
ち
否
定

の

一
切

の
種
類

は
、
假
想
的

に
定
立
さ
れ
た
特
殊

の
有

(
物
自
膿
11
自

性
)
の
否
定
よ
り
凝
化
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
事
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
今
假
に
可
得
(
肯
定
)
の
場
合

に
、
因
と
し
て
自

性

と
果
と

の
二
種
あ
り
と
さ
れ
、
そ
れ
に
相
鷹
し

て
、
因
と
宗

法
と
の
問
の
不
相
離
性
と
し
て
、
同

一
性
と
同
果
性

と
が
あ
る
、
と
云
は
れ
た
事
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
不
可
得
(
否
定
)
の
場
合
も
亦
、
不
可
得

の
ま

》
、
(
因
と
し
て
)

自
性
と
果
と
の
二
種

の
義
を
含
み
、
そ
れ
に
相
鷹
し
て
、
不
相
離
性
と
し

て
、
同

一
性
と
因
果
性
と
の
二
種
を
、
そ

の
内

に
含
む
も
の
と
云
ひ
得

る
で
あ
ら
う
。

随

つ
て
今

、
因
の
共
相
、
宗
法

の
共
相
、
及
び
因
、
宗

法
爾
共
相
の
間
の
不
相
離
性

の
種
類
、
及
び
關
係
を
簡
軍
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に
圖

示
す

れ
ば

、
略

々
衣

の
如

く
な

る
と

云
ひ

得

る
と
思

ふ
。

(註
廿

一
)

因
の
共
相

可

得
霜
性

不
可
得

霜
性

因 同 因 同 不

果 一 果 一 醒

性 性 性 性 性

因 自.因 自 宗
性 性 法

蕪 蕪 宥 宥 皇
　 　 　 　 　　

相

宗
の
鋼
断
形
式

一
否

一
此目

定定

尤
も
之
は
最
も
簡
輩
な
某
本
形
式
に
過
ぎ

ぬ
も
の
な
る
事
勿
論

で
あ
る
。
何
れ

に
し
て
も
、
若
し
斯

の
如
く
云
ふ

事
が
正
當

で
あ

る
な
ら
ば
、
吾

々
は
可
得
不
可
得
の
爾
場
合
を
通
じ

て
、
不
相
離
性
と
し

て
は
、
同

一
性

及
び
因
果

性

の
只
二
つ
し
か
有
り
得
な

い
と
云
ひ
得

る
。
(
可
得
の
場
合
只

二
つ
し
か
無

い
事
が
云
は
れ
た
か
ら
。
)
而
し
て
已

に
述

べ
た
如
く
、
こ
の
二
つ
は
法
稽

に
於

て
は
、

一
切
の
場
合

に
妥
當
す
る
普
遍
的
法
則
で

あ

つ

た
。

而
し
て
今

(
内
的
)
不
相
離
性

で
あ

る
と
云
ふ
事
は
、
因
と
云
ふ

一
つ
の
共
相
が
、
宗
法
(
宗
述
語
)
と
云
ふ
他

の
共
相

へ
推
移
す

る
場
合
、
必
す
准
嫉
す

べ
き
範
疇

で
あ
り
、
之
に
よ

つ
て
宗
因
爾
勃
噺
が
、
内
的
必
然
性
を
以

て
結
合
す
る
の
で
あ

り
、
結
果
因
(
の
到
断
)が
、
宗
の
勃
断
を
成
立
せ
し
め
得
る
も
の
で
あ

る
事
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
因
が
宗
を

成
立
せ
し
め
る
と
云
ふ
事
は
、
因
明
作
法
の
謂
は
ゴ
全
膿

で
あ
り
、

一
切

の
正
し

い
有
分
別
作
用
の
要
諦

に
外
な
ら

ぬ
。
從

つ
て
有
分
別
活
動
は
、
そ
れ
が
正
し
く
あ

る
爲

に
は
、

一
切
皆
何
等
か
の
意

味
に
於
て
、
こ
の
二
つ
の
法
則

有
分
別
智
の
構
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(
五
一
)
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有
分
別
智

の
構

成
及
び
性
質

に
就

て
(
下
)

(
五
二
)

に

壕

つ

て

、

動

い

て

ゐ

る

も

の

と

云

ひ

得

る

で

あ

ら

う

。

×

×

×

以
上
(
無
分
別
)
現
量
よ
り
有
分
別
智
の
構
成
さ
れ
る
過
程
と
性
質
と
を
説
き
、
術
有
分
別
活
動

の
性
質
を
詳
か
に

す
る
意
味
で
、
自
比
量

に
於
け
る
因

の
法
則

の

一
端
を
見
た
の
で
あ

る
が
、
之

に
よ
つ
て
有
分
別
智

の
限
界
も
、
自

ら
窺
ひ
得
る
事
と
思

ふ
。

佛
教
は
量
と
し

て
は
傳
統
的
に
、
現
比
二
量
読
を
探
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
現
比
二
量
各

の
性
質

、
限
界

に
就

て

も
、
外
道
諸
涙
の
見
解
は
、
上
來
蓮

べ
た
法
稻

の
見
解
と
は
、
性
質
的

に
杢
く
異

つ
て
ゐ
る
。
(註
廿
二
)外
道
諸
涙

に

よ
れ
ば
、
大
抵
の
場
合
、
威
畳
は
認
識

の
最
も
素
朴

に
し

て
不
完

全
な
る
状
で
あ
り
、
分
別

の
要
素
が
之

に
加
は
る

事
に
よ

つ
て
、
認
識
は
よ
り
完
全
と
な
り
、
よ
り
高
き
置
ハ理
債
値
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
随

つ
て
外
道
に
よ
れ

ば
、
比
量
は
現
量
を
超
越
し
得

る
も

の
で
あ
り
、
現
量
に
於
い
て
見
得
る
も
の
以
上
の
も
の
を
見
得
る
も

の
で
あ

つ

た
。
(註
廿
三
)藪
論

が
思
辮

に
よ

つ
て
斯

の
如
き
哲
學
膿
系
を
組
織
し
て
ゐ
た
の
は
、
已
に
比
量
を
現
量
以
上
の
も
の

と
し
て
、
評
償
し
て
ゐ
た
か
ら

で
あ

る
。

そ
の
他
諸
涙
が
遠
く
現
量
を
超
越
し

て
、

創
造
圭
を
論

じ
、

天
を
施
設

し
、
第

一
源
因
を
定
立
し
た
の
は
、
皆
比
量
を
高
く
買

つ
て
ゐ
た
が
故

に
外
な
ら
ぬ
。
然

る
に
法
稚

に
於
て
は
、
現

量

の
境
帥

自
相
師
置
ハ在

で
あ
り
、
比
量
は
如
何
に
複
雑

で
あ

つ
て
も
、
共
相
よ
り
共
相

へ
の
推
移

に
よ

つ
て
、
宗

の

圭
語
に
關
す

る
何
等
か
の
智
を
成
立
せ
し
め
る
事
に
外
な
ら
ぬ
。
而
し
て
宗
の
圭
語
は
、

巳
に
述

べ
た
如

く
自
相

で
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,

あ

る
か
共
相

で
あ

る
か
、
何

れ

か

の
場

合

に
過
ぎ

な

い
。
今

假

に
共
相

の
場
合

を

と

つ
て
見

て

も
、
共

相

は
そ

れ
自

身
非

實
在

に
し

て
、
僅

か

に
自
相

に
相

鷹

し
、

又
行
爲

を

自
相

に
導

く
と

云

ふ
意

味

に
於

て
、

間
接

に
實
在

性

に
與

か

つ
て
ゐ

る
に
過
ぎ

な

い
。

換
言

す
れ

ば

「
是

ほ
A
(
共
相

)
で
あ

る
」
と

い
ふ
形

の
現
量

到
断

を

立

て
得

る
と

云
ふ

意

味

に
於

て

の
み
、
共

相
は

實
在

的
な

の
で
あ

る
。

而
し

て

「
是

は
A

で
あ

る
」

と

い

ふ
現

量

到

断

は
、
即

ち

「
こ

の
A
」
と

い

ふ
形

の
現
量

智
(
有

分

別
現

量

)
の
凝

形

に
過

ぎ

ぬ
。

之

は
已

に
述

べ
た
所

で
あ

る
。

随

つ
て
比
量

に
於

け

る
宗

の
主
語

は
、
結

局
皆

自
相

に
還

元

さ
れ

る

の

で
あ

り
、

一
般

に
比
量
智

は
現

量
到

断

に

、
現

量
判

断

は
現
量

智

に
、

現
量

智
は

(
無
分

別

)
現

量

へ
、
復

蹄
す

る
方

向
を

持
ナ
っ
、

そ
れ

に
よ

つ
て
實

在
性

に
與

る
も

の
と

云

は
ね

ば

な

ら

鎗
。
外

道
諸

學
派

に
於

て
比
量

は
現

量
を

超
越

す

る
方
向

を
取

る
が

、
法
稻

に
於

て
比

量

は
現

量

に
蹄

る
方

向
を

取

る
も

の
で
あ

る
。
故

に
外
道

諸

學
涙

が

比
量

に
よ

つ
て
、
現

量
以

上

の
實
在

を
見

た

に
封

し

て
、

法
稽

に
於

て
は
比

量

は
絶
封

に
現

量
を

超
越

せ

ぬ

の
で
あ

り
、
現

量

に
於

て
認

識

可
能

な

る
も

の
以

上

の

も

の
を
比

量
す

る
事

は
、

絶

封

に
不
可
能

で
あ

つ
た
。

絶

封

に
現
量

不
可

能

の
も

の

(註
+
四
)
9
烏
凶蔓
p
-1
碧

毛
巴
pσ
α
ご

目
①
箕
暮
釜
犀
覗p
は

有

と
も

比
量

さ

れ

ぬ
し
、
随

つ
て
又
無

と

も

比
量

さ
れ

得
な

い
。
何

と
な

れ
ば
無

は

(註
什
五
)已

に
述

べ
た
如

く
有

の

無

で
あ

る
か
ら
。

こ

の
現

比

二
量

の
限

界

に
關

す

る
、

法
稻

當

時

の
内
外

因
明

家

の
見
解

の
相

違

は
、
量

の
論

と

し

て
は
、

明
確

に
し

て
置

く

べ
き
最

も
重

大

な
黙

の

一
つ
で
あ

る
と

思

は
れ

る
。

註

一
、
正
理
門
論
及
び
入
正
理
論
共
に
有
分
別
現
量
は
之
を
似
現
量
と
す
。
樹

切
ρ
阜

目6
σq
・
℃
μ
沖
P
bo・〉
℃で
Φづ臼
×
円
智
・
℃
cQ呂
・
謬
照
。

有
分
別
智
の
様
成
及
び
性
質
に
就
て
(下
)

(五
三
)

の
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`

り

有

分

別
智

の
構

蔵
及

び
性

質

に
就

て
(
下

)

(
五

四
)

註

一
、
2
1.び
・
本

由久
Q
爪何
、
切
自
臼
・
い
o
σq
・
℃
●㏄
Q。
b
.G㊤
・
Z
.び
・歴
℃
.Go●
窃
=
創
.
目
o
σq

℃
μ
GQ。
及

び
第

二
部

註

十

一
、

参

照

o

註

三
、

cd
q
9

目
o単

℃
』
bo
●
℃
.H↑

註

四
、

一ぴ
・
℃
」
メ
p
⑪
.
や
G。
⑦
ど
b。α
¶
●㊤
.

註

五

、

第

一
部

終

"
≦
招
旨
く
鋤
岳
戸

の
項

及
び

そ

の
註
参

照

。

註

六
、

花

の
現
量

的

経

瞼

を

し

て

ゐ

な

が
ら

、

花

の
共

相

を

用

ひ

な

い

の
は

、

有

分

別

現

量

の
振

で

あ

る

が
、

何

か

の
障

凝

か
ら

、

花

と

経

瞼

す

べ
き

を
花

と
経

瞼

し

て

ゐ

な

い

の
は
、

惑

働

で
あ

り

、

正

し
く

現

量

中

に
於

け

る
槍

別

の
封
象

で

あ

る

と
思

ふ
。

註

七
、

じd
漏
q
.
い
O
叩

℃
臼
qQも
.μ
●
(陳

那

及
法

孤栴
の
出忌
見

)

註

八
、

」Z
.げ
・
(
自
く
団菖
図
帥
昼

℃
9
ユ
o
oプ
o
α
9
骨
)

註

九
、

切
鼠

・
ド
o
叩

℃
●謁

噂コ
.①
・づ
幽メ

註

十

、
窯
●げ
・【

註

+

一
、

ω
轟

げ
薪

養

ヴ

ω<
窃
拶
憲

ヨ
卿
〔鑓
む
凱

三
巳

鴇

臼
ξ

P
α
ぴ
弩

ヨ
①
ゴ
o
ε
骨

＼

図
卑
冨

く
恨
冨

○
.着

厳

愈
臥
お
"
冨

で
&

三

＼

(
客

げ
●悶
.)

(
自
性

と

は
因

自

身

の
存

在

の

み

に
於

て
存

在

す

る
如

き

所

立

法

に
於

け

る

(
封

す

る

)

因

で

あ

る
。

例

へ
ば
是

は
木

で

あ

る
。

無

憂

樹
性

の
故

に
。

と

い
ふ
如

き

で

あ

る
○
)

法

上

の
註
繹

に
よ
れ

ば

、

「
自

已

自
身

の
存

在
、

正

に
毘
・に

そ

の
存

在

す

る

事

の
み

の
事

を
、

ω
<
霧
舞
鼠
∋
禦
茜

ヨ

と

云

ふ
。

そ
う

云

ふ

(
因

の
存

在

性

)
が

あ

る

時

に
、

(
そ
れ

が
)
得

て
有

り
勝

ち

で
あ

る

と

こ

ろ

の
も

の
、

因

自
身

の
(軍

な

る

)
存
在

(
の
み

)を

豫

想

し

て
存
在

し

て

は

ゐ

と

ね

　

る

が
、
.因

の

(軍

な

る
)
存
在

(
と

い
ふ
事

實

の
み

)

を
離

れ

た

如

何

な

る

因

を

も
豫

想

し

な

い
や
う

な

も

の
、

彼

が

(
こ

」
に
所

謂

)
(
因

)
自

易

の

　

　

も

も

　

　

　

　

た

　

た

　

　

　

　

た

　

　

　

　

　

も

た

　

存

在

の

み

に
依

っ

て
そ

の
存

在

を

約

束

さ
れ

て
ゐ

る

所

立

(
の
法

)
ω<
鋤
い舞
岱
琶
理
舜
-σ
げ
側く
H
。D
鋤創
プ
楼
"#

で

あ

る
。

斯

の
如

き
所

立

(
の
法

)

に
於

け

る
因

b

そ
れ

は
彼

の
所

立

の
自

性

のく
9
び
プ
鋤く
餌
骨

で

あ

つ
て
別

の
も

の

で

は
な

い
。

(Z
●げ
・峠も
●導

i

b9
0。
●
n
h

しd
目
創
.
ピ
o
σq
.
℃
●α
O
・)」
と

あ

る
。

幽
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誰

十

二

、
同

一
性

衝
亀
理
ヨ
図
㊤

に

就

て
は

Z
、び
・肖

切
口
島
・
卜
o
寧

℃
絢
㏄
馳
鯛
ー

℃
.刈
ρ
bo
μ

や
①
O
も
・9

℃
.O
即
づ
墾

簿
o
・
国
同ド

F

H
o
叩

ψ
bg
H
露
h

参

照
。

註

十

三
、

憲

蔓

9昌

団
舞
げ
㌣
p
σq
三
7
葺
「9

血
プ
ロ
∋
&

,圃島

＼
＼
翼
.び
.国
.

詫

十

四
、

生
起

葺
℃
舞

ξ

性

に
就

て

は
Z
・σ
中

切
ロ
9

H
O
叩

℃
・鳶

為
¢。
ー

》
刈
ρ
卜。
α
・

国
「ぎ

F

目
o
喰

GQ
b
H
O
聖

参

照

。

註

十

五
、

因

果

律

の
必

然

性

に
就

て

は

丙
外

の
間

に
意

見

の
相

違

が

あ

つ
た

。

佛

教

と
最

も

封

立
的

な

も

の
は

∩
母
く
罫

9

で

あ

つ
た

。

之

は

最

も
極

端

な
唯

物
論

者

で

あ

る
關

係
上

、

認
識

論

に
於

て

も
極

端

な

経

瞼

論

者

で
あ

つ
た

。

そ

の
結

果

因

果
性

の
如

き

も
、

個

々

の
槻

察

に

よ

つ

て
、

そ

の

時

々

に
假

に
成

立
す

る

の

で
、

そ

の
普

遍

袋
當

性
.必

然

性

は
當

然

否

定

さ

れ

た

。

∩
母
く
鋤犀
餌

以

外

で
も

、

正

理

派

勝

論

派

を

初

め
、

一
切

の
外

道

諸

學

派

は

、

こ

の
因

果

律

の
問

題

に
就

て
は
、

9

芝

界

9。

と

大
髄

同

じ
経

験

的
観

察
論

を
採

り
、

從

つ
て
因

果
律

の
必

然

性

を

認

め
ず

、

結

果

因

果

に
關

連

し

た
推

論

に
於

て
も

、

や

は

り

同
喩

と
異

諭

と

の
雨

面

の
實

例

を
累

げ

て
、

之

を
確

め
る

事

を

絶

封

に
必

要

と

し

た
。

然

る

に
法

稻

一
派

は

こ

の
因

果
律

を
以

て
、

實

在

の
法

則

に
卒

行

す

る

思

惟

作
用

の
本

質

に
薦

す

る
必

然

的

法

則

な

り

と

し
、

普

遍
的

に
袈

當

す

る
も

の
と

し

た
。

從

つ

て

己

に
述

べ

た
如

く

、

輸

は
同

喩

異

愉

共

に
重

要

で
な

か

つ
た

C

(
切
二
9

h
o
σq
.
℃
.O
メ

国
「ぎ

9

同
b
σq
'
ψ
鵠

}
も∩
.b。
O
メ

ロゆ
.b。
ま

{h

囚
卑

F

ヒd
琶

ロ
嵐
鴇

℃
三
δ
切
o
℃
ゲ
ざ

や
。。
富

臣

)

註
十

六
、

因

果
性

に
就

て
は

註

十

五
参

照

。

同

一
性

は
廣

義

の
同

類

。。母
ξ

誘

ヨ

の
韓

化

し

た
も

の

で
あ

る
。

從

っ

て
、

そ

れ

は
分

別
作

用

の
本

質

に

屡

す

る
性

質

で

あ

る
。

あ

る
意

味

に
於

て
、

因

果

性

よ

り

も

更

に

根
本

的

な

不
相

離

性

の
内

的

原

理

で

あ

る

。

但

し

こ

の
揚

合

の
同

一
性

は
、

分

別

の
所

囁

で

は

あ

る
け

れ

ど

も

、
純

抽

象

的

な
も

の

で

は
な

く

て
、

實

は
思

惟

作

用

の
底

に

あ

る

と
思

は
れ

る
實

在

の
法

則

と

し

て

の
同

一
性

に
即

し

た

も

の
で

あ

る
。

之

は
同

類

の
概
念

そ

の
も

の
、

ひ

い
て

は
自

粗

共

相

等

の
説

に
依

つ

て
言

ひ
得

ろ
事

で

あ

る
。

故

に

こ

の
場

合

の
同

一
性

は
思

惟

の
領

域

に
あ

り

な

が
ら

、

頗

る
具
髄

的

丙

容

を
持

つ
た

も

の
で
あ

り
、

初

め
か

ら

A

は
B

で

あ

る

と

云

つ
て
、

何

の
矛

盾

も

な

い
様

な

、

同

一
性

を

意

味

す

る

も

の
で

あ

る
。

こ

の
鮎

は
因

果

性

の
必

然

性

の
意

昧

に
就

て
も

、

同

じ
く

考

へ
ら

れ

ね
ば

な

ら

ぬ

事

で

あ

る
。

樹

同

一
性

及
び

因

果

性

の

有

分

別

智

の
構

成

及

び
性

質

に
就

て
(
下

)

(
五

五
)
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有

分

別
智

の
構

成

及
び
性

質

に
就

て
(
下

)

(
五

六

)

必

然
性

に
就

て

は

2
'げ
■目

(
野

創
・
【b
αq
。
}・冒O
毬

O
占

の
"・。
墜
)

国
『評
・
戸

H・o
σq
・
もっ
面
凶
この
取
・
滲

照

o

註

十

七
、

「
此

の
中

二

つ
は

實

の
能

立

(〈
舞
匂nげ自
ーω
蘭自
『
9
⇒
鋤
=
)

で

あ

る
」
Q

(
2
.σ
●目

じd
口
9

H
o
σ毎
'
℃
6
Q。
㍉
O
・)

又

「
そ

の
二

つ
に
依

つ

て

の

み
實

は
極
成

す

。

(<
Ω9
ω一q
-ω一"
α
プ
憐
】)」

(
2
.『
目

国
】鼻

H
b
σq
.
ウ
ま

"b。
α
.)

こ
の
場

合
實

と

は

(
否

定

に
非

ず

し

て
)

肯

定

の
意

で

あ

る
。

尚

自

性

と

果

と

の
二
種

に

よ

っ
て

の

み
肯

定

的

認
識

が
成

立

す

る
事

に
就

て

は
、

2
ご

戸

(
じづ
=
9

H
o
叩

》
①
O
レ
しっ
8等
9

宰
①
Q。
》一
〇
ー
や
蕊

b
墜

国
「『

q
・
目
o
叩

○α
.bo
bg
bっ・)参

照
。

註

十

八
、

日
舞
鶏
-曽
コ
d
屠)9
『
げ
餌
7
一H
受
四夢
馴

b
鋤

}渓
p
山
o
雷
之
一腐
萌Φ

犀
薮
再
凶争
σq
げ
曳
曽
=
℃
巴
p
び
山
プ
=
鋤犀
覗9」帽
甲
℃
缶
℃
δp
。n
図
即
帥
昌
=
℃
巴
9
げ
創
ず
①〒
猷

＼
口
℃
巴
"
げ
釦
三
8

冨
パ
留

眉
"
ら
衝
ト丘
7
三
)巴
曽
ロ
三
5
『℃
舅
q
a
・甲
鎚
昌
胃
甲
。。契

巴
}、p
昌

ヨ
、餌
ぴ
訂

く
甲
く
§

留

8
9

＼
鴇

仁

ω<
p
σ
ぴ
91
毒

廿

ψ
"
窃
口
出
づ
).2

〒
d
℃
巴
費
び
げ
冨

壱
「p。
一鴇

・

饗

晋

恩

5

)惹
ご
・夢

留

o
話

げ
ゴ
餌
慈

島

u,9⊃
。・話

σ
訂

話

骨

＼

(客

げ
自
・
9

舅

乱
■
H
・o
鵬
二

)6
一
脳
G。
ー
や
設

鞄
α
し

註

十

九

、

不

可

得
印

ち

無

に
就

て

は
、

駕
・げ
・円

雲
.び
'峠
・
ウ
し3
α
ー

})・b。メ

})嘉
一
i
-》
この
α
'
℃
浜
b。
-1
})浜
α
.
じゴ
鐸
9

卜
o
堕

》
①
剥
HこQー

①
♪
嵐
'H)袖
ゴ
bg
O
ー

℃
.Q。
Φ
b
O
・

郊
』
O
卜。
藁
①
ー

℃
い
O
図
転
ρ

(
殊

に

})6
ド
㌻
O
G。
.
法

上

註

糧
参

照

)
自
鼻

・
9

い
o
叩

穴
pのH津
巴

図

く
困
●
U
δ

〈①
;

①
ヨ
①
⇒
侮
o
コ

q
昌
o
ま

(
ω
b。
b。
Q。.
○り
●bg
G。
G。
・

o陰
.b。G。吟

oo
b
。。
メ
ー

ω
・鴇

㊤
・)
参

照

。

法
稽

に

於

て

は

.
自
相

は
有

無

を

超

越

す
る

か

ら

、

只

共

相

に
關

す

る
限

り

に
於

て

の

み
、

有

或

は
無

が

定

立

さ

れ
得

る

の
で

あ

る
。

而

し

て

そ

の
無

は
、

あ

る
假

想
的

な

有

の
否
定

で

あ
り

、

有

の
牛

面

で
あ

る
。

随

つ
て
有

の
定

立

の
可

能

な

も

の
に
於

て
は

明

瞭

に
無

と
定

立

す

る
事

が

可
能

で

あ

る

が
、

之

に
反

し

て
有

の
定

立

の
不

可

能

な

も

の

(
現
量

的

経

験

を

超
越

し

て
ゐ

る

も

の
)

に
就

て

は
、

無

の

定

立

も
絶

封

に

不

可
能

で
あ

る
、

と

さ

れ

る
。

(Z
.σ
自
・
屠
●ぴ
.卿.
回)●c。
b。
ー
℃
.Q。
q
・
七
ム
bの
ー

℃
し
罫

ゆ
q
山
・
8

騨

勺
.①
cψ
ち
.こQ
・
℃
.¶
。。も
○。騨
・b9
0。σ
・ー

や
Q。
⑦
為
9
・

℃
』
O
bo
諏
O
ー
層)臼
O
評
心
り
・
国
Hぎ

F

目
o
叩

GQ
・b。
㏄
c⇔
.
GQ
面
じ。
8
i
bo
G。
㊤
.)

外

道

諮
學

汲

殊

に
正

理
派

に
於

て

は
、

無

は
有

と
封

立

し
、

之

と
獅

立

な
實

在

で
あ

っ
た

。

(目
蒔

・
二
・
い
oびq
・
QQ
・b。
諺

i
OQ
面
。。
一・)

随

っ
て

有

と
鰹

…瞼

し
得

ぬ

も

の

に
就

て
も

、
無

と
云

ひ

得

る
事

と
な

る

。

而

し

て
そ

れ

等

の
外

道

に
於

て

は

共
相

は
自

相

を
超

越

す

る
性

質

を
持

っ
も

の

で
あ

る

か
ら

、
経

験

以

上

の
も

の
を

無
限

に
分

別

し

て
、

有

と

云

ひ
無

と

云

ひ
得

た

課

で

あ

る

。

註

二

十
、

不

可

得

の
十

一
種

と

は

28



一
、

自
性

不

可
得

・・く
簿げ
プ
η
く
午
簿
2
も
巴
9
σ
ロ
げ
一ヴ

(
宗

法

自

騰

の
不

可

得

を

詮

は
す

事

に

よ

り
宗

を

成

立

せ
し

め
る

因

)
例

へ
ば

。

(宗

)
此
虞

に
煙

は
無

い
o

(
因

)
了

得

の
相

と
な

れ

る

時

(
認
識

成

立

の
條

件

が
具

備

し

て

ゐ

る

に
關

は
ら

ず

)

不

可

得

で
あ

る

か
ら

。

二

、

果

不

可
得

岸
似
受
簿
ム
巨

砦
己
ρ
σ
創
三
#

(
宗

法

の
果

の
不

可
得

を

詮

は
す

事

に

よ
り

、

宗

を

成

立

せ
し

め

る
因

)

例

へ
ば

。

(
宗

)
此
虎

に

(
煙

を

作

る

に

何
物

に
も

)

妨

げ

ら

れ

な

い
能

力

を
持

つ
檬

な
煙

の
源

因

は
存

し

な

い
。

(
因

)
煙

が

無

い
か
ら

c

三
、

能

遍

不

可
得

く
》、91})巴
(㌣
費
さ

℃
巴
9
σ
急
鑑
廿

(宗

法

に
封

し

て
能

遍
關

係

に

あ

る
も

の

瓦
不

可
得

に

よ

つ
て
、

宗

を

成

立

せ
し

め

る
因

)
例

へ
ば

次

の
如

し
。

(
宗

)
此

虎

に
無

憂

樹

は
無

い
。

(
因

)
木

が
無

い
か

ら
。

四

、

自
性

相
違

可
得

む。く
9
σ
剛缶
く
ρ
-≦
「一二

亀
類
・=
七
巴
p
ぴ
匙
三
ザ

(
宗

法

自

騰

と
矛

盾

關

係

に
あ

る
も

の

エ

可
得

に

よ

つ

て
、
宗

を

成

立

せ
し

め

る
因

)
例

へ
ば

次

の
如

し

。

(宗

)
此
盧
燭に
冷

た

い
と

い
ふ
感

隅
閥
は

無

い
o

(因

)
火

が
あ

る

か
ら

。

五

、

相

蓮

果

可

得

く
官
益
(=
蜀
憂

鋤「漆

∴
」圏)餌
『
ぴ
亀
戸暑

(宗

法

と

矛
盾

關

係

に
立

つ
も

の

工

結
果

が

可

得

な

る

を

詮

す

事

に

よ

つ
て
、

宗

を

成

立

せ
し

め
る

因

)

例

へ
ば

次

の
如

し
。

(宗

)
此

虜

に
冷

た

い
と

い
ふ
感

鯛

は
無

い
。

有

分
別

智

の
構

威

及

び

性

質

に
就

て

(
下

)

(
五

七
)
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有

分

別

智

の
構

成

及

び
性

質

に
戟

}し
(
下

)

(
五

八
)

(
因

)
煙

が

有

る

か
ら

〇

六
、

相
違

所

遍

可
得

く
三
凱
臼
日甲
く
《
餌
℃
冨
、=
で
巴
僧
げ
創
露
昼

(
宗

法

と

矛
盾

關

係

に
立

つ
も

の

か

ら
見

て
所

遍

關

係

に

あ

る
も

の
が

可

得
な

る
を

詮

は
す

事

に

よ

つ
て
、

宗

を
成

立

せ
し

め
る

因

)
例

へ
ば

次

の
如

し
。

(宗

)
物

が

生

じ

た

に
關

は
ら

ず

消

滅

が
あ

る

と

い
ふ

事

は
た

し

か

に

攣

化

あ

る

事

で

は

な

い
の

で
あ

る
。

(
因

)
他

の
因

に
依

存

す

る
か

ら

。

七
、

果

相

違

可

得

厨

薫
甲
く
冒
自
ロ
創
プ
騨
占
℃
巴
簿
げ
亀
三
ζ

(宗

法

の
結

果

と
矛

盾

關

係

に
立

っ
も

の

瓦
可
得

な

る

を

詮

は
す

事

に

よ

つ
て
、

宗

を
成

立

せ

し

め
る

因

)

例

へ
ば
次

の
如

し
o

(
宗

)
此

慮

に

(
冷

感

を

生
ず

る

に
何

物

に

も

)
妨

げ

ら

れ

な

い
能

力

を
持

っ
様

な
冷

感

の
源

因

は
無

い
。

(
閃

)
火

が

あ

る

か
ら

〇

八
、

能

遍

相
違

可
得

く
旨

膨

r
甲
く
冨
二
匹
自
げ
9
自
弓
p
一餌
σ
像
窪
廿

(
宗

法

と
能

遍

關

係

に
立

つ
も

の

と
矛
盾

關

係

に

あ

る

も

の

Σ
可
得

な

る

を
詮

は
す

事

に

よ

つ
て
、

宗

を

成

立

せ
し

め
る

因

)
例

へ
ば

次

の
如

し
。

(
宗

)
此

虎

に
氷

の
感
醐

は
無

い
。

(
因

)
火

が

あ

る

か

ら
。

九
、

因

不

可
得

評
訓
鑓
帽
甲
讐
害
℃
巴
p
げ
ロ
ゴ
一#

(
宗

法

の
源

因

の
不

可

得

な

る

を

詮

は

す
事

に
よ

つ
て
、

宗

を
成

立

せ
し

め
る

因

)

例

へ
ば

次

の
如

し

。

(
宗

)
此

虎

に
煙

は
無

い
。

(因

)
火

が
無

い
か

ら

。

十

、

因

相

滝
一
可
得
一
】(91轟
む
甲
く
同同=
ロ
島
げ
9
,ζ
℃
巴
9
び
幽
ゴ
居

(
宗

法

の
源

因

と
矛

盾

關

係

に
立

つ
も

の
工

可
得

を

詮

は
す

事

に
ょ

つ

て
、
心不
を
成

立

せ

し

め
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る
因

)

例

へ
ば

次

の
如

し
。

(宗

)
彼

に

は
身

鱒
…
の
毛

が

竪

つ
と

い

ふ
如

き

…徴
候

が

紐
鱒
い
o

(
因

)
火

の
近

く

に
ゐ

る

か

ら
〇

十

一
、

因

粗

違

果

可

得

げ
習
9
眉
甲
く
マ
ロ
負
餌
げ
甲
陣
側
蔓
9
・諸
弓
巴
P
げ
創
プ
言

(岩不
法

の
源

因

と
矛

盾
關

係

に

あ

る
も

の

工
果

が

得

ら

れ

る

事

を

詮

は

し

て
、

宗

を
成

立

せ

し

め

る
因

)

例

へ
ば

次

の
如

し
。

(
宗

)
此

の
場

所

に

は
男

毛

が
竪

つ
等

の
徴

候

を

あ

ら

は
し

て
ゐ

る

人

は
ゐ

な

い
。

(
因

)
煙

が
あ

る

か

ら

。

以

上

十

一
種

の
不

可

得

は
或

は
因

果
閣
…係

に

よ

っ

て
、

或

は

能

遍
所

遍
開

係

に

よ

っ
て

,
或

は

相
違

(
矛

盾

)
關

係

に
よ

っ
て
、

第

一
の
自

性

不

可

得

よ

り

.

ひ

い
て

は

第

一
自

性

不

可

得

、
第

二
果

不

可
得

よ
り

、

攣

形

せ
し

め
ら

れ

た

も

の
で

あ

る
。

之

は

右

十

一
種

の
名

前

に

よ

つ

て
明

ら

か

で
あ

る

。

十

}
種

の
名

前

は
宗

法

(宗

の
翅

語

)

に
封

す

る
因

の
性

賀

に

よ

つ

て
出

來

た

も

の

で
あ

る

。

註

廿

一
、

法
稻

は

ロ
バ
不

可
得

と
自

性

と

果

と

の

三
種

を
暴

げ
、

そ

の
内

不

可
得

を
十

一
種

に
分

っ

の
み

で

、

そ

れ

以

上

の
分

類

は

し

な

い
が
、

斯

の
如

き

分

類

も

亦

可
能

で
あ

る
o

(国
『犀
●
鐸

㌍
o
隙

の
唱b◎
bっ
qし

註

廿

二
、
国
鱒

.
蛋
・
β
o
α2
・
の
b
壕
h

も◎
.一〇
。○
ー

H
O
心
.
oQ
菌
歌
().
コQ
浜
⑩
b⇒
.

註

廿

三
、

登

の
●b。
O
り
・

註

廿

四

、
切
目
9

Hb
際

㌻
O
さ。
}づ
・一.
謬

照
。

齢賦
廿

五

、

註

十

八

由参
昭
…、
爾

切
一穴
一。
ピ
o
σq
・
})■¢
bg
M督
.b9
し
}旨
O
トり
…
弓
層㊤
蛛
・
嘉
少
昭
恥。
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有
分
別
智

の
構
・域
及
び
性
質

に
就

て
(
下
)

(
五
九

)



有
分
溺
智

の
構
成
及
び
性
賞

に
就

て
(下

)

(
六

〇

)
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